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特集

有島家とニセコ町、
そして有島記念館の
活動について
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　「有島 武」（以下、武）～この名前を知らない人は多いのではないでしょうか。今から120年ほど前
に、現在のニセコ町に農場を拓いたのは、有島武郎（以下、武郎）の父、武でした。昨年、有島記念館
（以下、記念館）の姉妹館の１つである鹿児島県薩摩川内市にある「川内まごころ文学館」で、展覧会
「有島 武～偉大なる父の物語～展」（有島記念館との共同企画）が開催されました。
　武は、明治期に日本が工業国として発展していく礎も築きましたが、現在ではほとんど忘れさられ
ています。今回の特集では、その展覧会で紹介された内容と記念館の最近の活動について、記念館
の伊藤学芸員が紹介します。

たけし

いしずえ

ひら たけお

いとう  だいすけ

ゆきこ

さとみ 　とん いくま

あいこ

うへい ほんごう ひさのぶ

そが　  すけのり

ゆじ／ゆち さだもと

やまもと　なおよし

よしかわ　ぎんのじょう

さつま  せんだい し

武  

誕
生
（
1
8
4
2
年
）

　

武
郎
の
父
・
武
は
、
天
保
13
年

(

1
8
4
2
年)

に
、
薩
摩
国
平
佐

八
幡
馬
場
（
現
在
の
鹿
児
島
県
薩

摩
川
内
市
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

有
島
家
は
島
津
家
の
支
族
で
あ
る

北
郷
家
に
仕
え
る
下
級
武
士
で
し

た
。
武
の
父
・
宇
兵
衛
は
、
領

主
・
北
郷
久
新
の
側
近
で
し
た
。

苦
難
の
幼
少
時
代
と
家
督
継
承

（
1
8
4
3
年
〜
1
8
6
4
年
／

武 

1
〜
22
歳
）

　

武
が
５
歳
の
時
に
宇
兵
衛
が
お

家
騒
動
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
島
流

し
に
遭
い
、
大
変
苦
し
い
幼
少
時

代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
祖
父
母
に

育
て
ら
れ
た
武
は
13
歳
に
し
て
元

服
し
、
北
郷
家
当
主
・
北
郷
久
信

に
召
し
出
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
頃
、
ぺ
リ
ー
が
浦

賀
沖
に
来
航
し
、
日
本
は

鎖
国
か
ら
開
国
へ
と
大
き

く
舵
を
切
り
始
め
ま
す
。

武
は
持
ち
前
の
勤
勉
さ
で

出
世
し
、
20
歳
に
し
て
領

主
・
久
信
と
と
も
に
長
崎

で
軍
艦
操
縦
や
江
戸
で
砲

術
を
学
ぶ
機
会
を
得
て
、

北
郷
家
の
家
臣
と
し
て
年

を
追
う
ご
と
に
重
用
さ
れ

て
い
き
ま
し
た
。
22
歳
で

薩
摩
藩
に
戻
る
と
英
語
を

学
び
ま
す
。
こ
の
頃
、
英

語
を
学
ぶ
人
は
非
難
さ
れ

た
そ
う
で
す
が
、
武
は
勤

勉
さ
を
失
わ
ず
英
語
を
身

に
着
け
ま
し
た
。

執筆者：有島記念館
　　　　伊藤大介学芸員

武を中心とした人物の関係図

宇兵衛 北郷久信

幸子 有島　武

里見弴 生馬

愛子

有島武郎

曾我祐準

湯地定基
山本直良

吉川銀之丞
入植

戊辰戦争で
石炭を補給

家臣として
戊辰戦争に従軍

・薩摩藩出身
・日本鉄道取締役/　
　鉄道国有化論者
・有島農場を拓く

・日本鉄道取締役/
　私鉄論者
・曽我農場を拓く

・薩摩藩出身
・北海道の農業を先導

・山本農場（のちに有島農場）管理人

農場開設を
相談

ほ
ん
ご
う

ひ
さ
よ
し

ひ
さ
の
ぶ

か
と
く

う　

へ　

い

特
集

ありしま 　　たけし

ありしま   たけお

・名義貸し
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実
業
界
に
進
出
（
1
8
9
4
年

〜
1
8
9
7
年
／
武 

52
〜
55
歳
）

　

武
は
、
辞
職
後
１
年
間
ほ
ど
は

現
在
の
神
奈
川
県
鎌
倉
市
で
隠
居

生
活
を
送
り
ま
す
が
、
内
閣
総
理

大
臣
や
大
蔵
大
臣
な
ど
を
歴
任
し

た
同
郷
の
松
方
正
義
に
呼
び
戻
さ

れ
て
、
実
業
界
へ
転
身
し
ま
す
。

第
十
五
国
立
銀
行
、
日
本
郵
船
、

日
本
鉄
道
、
京
都
鉄
道
な
ど
の
要

職
に
つ
き
、
東
京
市
議
会
委
議
員

も
務
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

政
財
界
で
の
活
躍
に
よ
っ
て
明
治

末
に
は
紳
士
録
で
も
紹
介
さ
れ
る

人
物
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
な

お
、
日
本
鉄
道
は
北
海
道
の
開
拓

を
進
め
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ

に
、
東
京
と
青
森
間
の
鉄
道
を
建

設
し
、
後
に
青
函
連
絡
船
と
な
る

航
路
を
計
画
し
た
会
社
で
す
。
こ

の
会
社
の
取
締
役
に
は
武
と
と
も

に
、
曾
我
祐
準
も
名
を
連
ね
て
お

り
、
ニ
セ
コ
町
に
農
場
を
持
つ
２

人
の
不
思
議
な
縁
が
続
き
ま
す
。

　

参
考
ま
で
に
武
は
鉄
道
国
有
化

論
者
、
曾
我
は
私
鉄
論
者
で
し
た

が
、
明
治
39
年
（
1
9
0
6
年
）

に
全
国
の
鉄
道
は
国
有
化
さ
れ
、

武
に
軍
配
が
上
が
り
ま
し
た
。

有
島
家
と
ニ
セ
コ
町
（
1
8
9
8

年
〜
1
9
1
6
年
／
武 

56
〜
74
歳
）

　

明
治
30
年
（
1
8
9
7
年
）、「
北

海
道
国
有
未
開
地
処
分
法
」
が
施

行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
大
資
本

家
の
資
金
を
北
海
道
開
拓
に
活
用

す
る
た
め
、
1
5
0
万
坪
以
下
の

未
開
地
の
開
墾
に
成
功
す
る
と
、

そ
の
土
地
が
無
償
で
付
与
さ
れ

て
、
20
年
後
ま
で
税
金
が
免
除
さ

れ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
当
時

は
特
に
、
現
在
の
ニ
セ
コ
町
を
は

じ
め
と
す
る
後
志
周
辺
は
開
拓
が

遅
れ
て
い
ま
し
た
。

　

実
業
界
で
力
を
つ
け
つ
つ
あ
っ

た
武
は
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
農

場
経
営
を
考
え
始
め
ま
す
。
そ
の

背
景
に
は
、
長
男
・
武
郎
が
、

「
百
姓
の
こ
と
を
研
究
し
て
み
た

い
」
と
当
時
、
札
幌
農
学
校
に
在

学
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
武
の
よ
う
な
薩
摩
藩
の
下

級
武
士
の
家
系
で
は
平
時
は
農

業
、
戦
時
に
は
武
士
と
い
う
「
半

農
半
士
」
と
い
う
考
え
方
も
、
農

場
経
営
を
志
す
背
景
に
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
東
京
な

ど
「
内
地
」
に
住
む
不
在
地
主
に

よ
っ
て
多
く
の
農
場
が
北
海
道
に

つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
ニ
セ
コ

戊
辰
戦
争
従
軍
（
1
8
6
5
年

〜
1
8
7
0
年
／
武
23
〜
28
歳
）

　

1
8
6
7
年
、
幕
府
は
朝
廷
へ

の
大
政
奉
還
を
申
し
出
て
、
新
政

府
が
発
足
し
、
翌
年
に
は
「
明

治
」
と
改
元
さ
れ
ま
す
。
武
は
、

こ
の
年
に
始
ま
っ
た
戊
辰
戦
争

に
、
久
信
が
船
将
だ
っ
た
薩
摩
藩

の
軍
艦
「
乾
行
丸
」
に
乗
り
込
ん

で
従
軍
し
ま
す
。
こ
の
船
に
石
炭

を
補
給
し
た
の
は
、
柳
川
藩
の

「
千
別
丸
」
で
、
こ
の
船
の
船
将

は
曾
我
祐
準
で
し
た
。
「
曾
我
」

と
聞
い
て
ニ
セ
コ
町
の
み
な
さ
ん

は
ピ
ン
と
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
曾
我
氏
は
、
有
島
家
と
同
じ

明
治
33
年
（
1
9
0
0
年
）
に
、

ニ
セ
コ
町
に
「
曽
我
農
場
」
を
拓

い
た
人
で
す
。
の
ち
に
川
と
線
路

を
挟
ん
で
ニ
セ
コ
に
農
場
を
所
有

す
る
二
人
は
、
こ
の
時
何
か
接
触

が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
蔵
官
僚
と
し
て
の
活
躍

（
1
8
7
1
年
〜
1
8
9
3
年
／

武 

29
〜
51
歳
）

　

武
は
、
終
戦
の
の
ち
鹿
児
島
藩

で
の
職
を
経
て
明
治
４
年

（
1
8
7
1
年
）
に
久
信
と
と
も
に

上
京
し
ま
す
。翌
年
に
は
大
蔵
省

で
働
き
始
め
ま
す
。大
蔵
官
僚
と

な
っ
た
武
が
取
り
組
ん
だ
大
き
な

仕
事
は
、三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
諸
外
国
と
の
不
平
等

条
約
の
解
消
と
国
内
外
に
関
わ
る

税
制
度
整
備
で
し
た
。こ
の
仕
事

で
は
、
身
に
着
け
た
英
語
を
最
大

限
に
生
か
し
て
仕
事
を
し
て
い
き

ま
す
。ち
な
み
に
武
郎
な
ど
を
宣

教
師
宅
で
英
語
を
学
ば
せ
、
海
外

私
費
留
学
を
許
し
た
の
は
、
こ
の

よ
う
な
自
ら
の
経
験
が
背
景
に

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
、
官
営
製
鉄
事
業
で

す
。こ
れ
は
、武
が
横
浜
税
関
長
時

代
に
当
時
の
日
本
が
鉄
鋼
材
を
輸

入
に
頼
り
、
金
銀
貨
が
海
外
に
流

出
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
こ

と
に
由
来
し
ま
す
。そ
こ
で
武
は
、

日
本
に
も
製
鉄
所
が
必
要
だ
と
考

え
、
明
治
25
年（
1
8
9
2
年
）年

製
鉄
所
創
設
の
意
見
書
を
政
府
に

提
出
し
、
建
設
に
ふ
さ
わ
し
い
土

地
の
選
定
も
行
い
ま
し
た
。こ
の

よ
う
な
武
の
働
き
に
よ
っ
て
、
明

治
29
年（
1
8
9
6
年
）に
官
営
八

幡
製
鉄
所
が
、
現
在
の
北
九
州
市

に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
鉄
道
国
有
化
で
す
。

明
治
中
頃
は
、
官
営
や
民
間
の
鉄

道
会
社
が
乱
立
し
て
、
相
互
の
輸

送
連
絡
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
武
は
、
政
府
に
輸

送
上
や
国
防
上
の
問
題
を
解
消
す

る
た
め
に
、
私
鉄
を
買
収
し
て
国

有
化
す
る
な
ど
の
意
見
書
を
提
出

し
ま
す
。

　

し
か
し
、
製
鉄
所
建
設
や
鉄
道

国
有
化
に
は
莫
大
な
予
算
が
必
要

で
、
緊
縮
財
政
を
敷
く
当
時
の
大

蔵
大
臣
と
意
見
の
対
立
が
あ
っ
た

こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

武
は
、
明
治
26
年
（
1
8
9
3
年
）

に
は
大
蔵
省
を
辞
職
し
ま
す
。

官営八幡製鉄所

そ
が　

す
け
の
り

ま
つ
か
た  

ま
さ
よ
し
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町
に
字
名
と
し
て
残
る
有
島
、
曽

我
、
近
藤
、
藤
山
は
当
時
の
大
資

本
家
の
農
場
の
名
残
で
す
。
資
本

家
の
財
産
を
増
や
す
側
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
北
海
道
の
人
口
増
加

率
は
、
明
治
30
年
〜
明
治
42
年

（
1
8
9
7
年
〜
1
9
0
9
年
）

の
間
に
毎
年
10
％
以
上
増
加
し
、

人
口
に
占
め
る
農
業
人
口
の
割
合

も
明
治
19
年
（
1
8
8
6
年
）
に

25
％
だ
っ
た
も
の
が
、
明
治
36
年

（
1
9
0
3
年
）
に
は
54
％
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
現
在
の

農
業
王
国
・
北
海
道
の
基
盤
が
形

成
さ
れ
た
の
で
す
。

　

武
は
農
場
経
営
に
あ
た
り
、
同

郷
の
湯
地
定
基
に
協
力
を
仰
ぎ
ま

す
。
湯
地
は
、
明
治
初
期
に
欧
米

で
農
業
を
学
び
、
の
ち
に
北
海
道

が
３
つ
の
県
に
分
か
れ
て
い
た
と

き
に
は
、
根
室
県
の
ト
ッ
プ
に
就

任
し
て
い
ま
し
た
。
湯
地
と
の
協

議
の
結
果
、
羊
蹄
山
ろ
く
の
マ
ッ

カ
リ
ベ
ツ
原
野
（
現
在
の
ニ
セ
コ

町
周
辺
）
を
開
拓
す
る
こ
と
を
決

め
た
の
で
す
。　

　

明
治
30
年
（
1
8
9
7
年
）
に

武
は
、
マ
ッ
カ
リ
ベ
ツ
原
野
を
貸

し
て
ほ
し
い
と
申
請
す
る
も
の

の
、
当
時
は
鉄
道
も
な
く
交
通
事

情
が
悪
か
っ
た
の
で
、
小
作
（
農

場
主
か
ら
土
地
を
借
り
て
農
業
を

営
む
人
）
が
集
ま
ら
ず
、
開
墾
は

進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
武
は
資
金

面
か
ら
も
農
場
経
営
を
あ
き
ら
め

よ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
湯
地

か
ら
「
同
地
は
鉄
道
が
開
通
す
れ

ば
、
将
来
有
望
な
土
地
に
な
る
」

と
い
う
助
言
を
受
け
て
、
武
と
し

て
は
申
請
を
取
り
下
げ
る
も
の

の
、
明
治
32
年
（
1
8
9
9
年
）、

娘
婿
で
あ
る
山
本
直
良
の
名
義
で

許
可
を
受
け
ま
し
た
。

　

翌
年
、
の
ち
に
農
場
管
理
人
と

な
り
、
昭
和
期
ま
で
農
場
の
移
り

変
わ
り
を
見
届
け
る
吉
川
銀
之
丞

が
山
本
農
場
に
入
植
し
、
本
格
的

に
開
墾
が
始
ま
り
ま
す
。
明
治
40

年
（
1
9
0
7
年
）
に
は
武
郎
が

留
学
か
ら
帰
国
し
て
、
札
幌
の
東

北
帝
国
大
学
農
科
大
学
（
現
・
北

海
道
大
学
）
の
教
官
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
名
義
を
有
島
武
郎
と
し

て
名
実
と
も
に
「
有
島
農
場
」
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
明
治
42
年

（
1
9
0
9
年
）
に
は
、
開
墾
に

成
功
し
て
土
地
は
無
償
付
与
さ
れ

ま
し
た
。
武
は
武
郎
に
農
場
経
営

を
任
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
武
郎

は
留
学
を
経
て
社
会
主
義
思
想
に

触
れ
、
自
ら
の
恵
ま
れ
た
境
遇
と

小
作
人
の
貧
し
い
生
活
の
差
を
目

の
当
た
り
に
す
る
に
つ
れ
、
苦
悩

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
有
島
農
場
は
大
正
４

年
（
1
9
1
5
年
）
に
近
隣
の
佐

村
農
場
な
ど
を
買
収
し
て
有
島
第

二
農
場
と
す
る
な
ど
農
地
の
拡
大

を
図
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
武
は

そ
の
翌
年
の
12
月
４
日
に
74
歳
で

死
去
し
ま
す
。

　

武
の
息
子
た
ち
で
あ
る
武
郎
、

生
馬
、
里
見
弴
は
そ
れ
ぞ
れ
、
随

筆
な
ど
で
、父
を
「
真
正
直
」、「
恐

ろ
し
い
情
熱
を
持
っ
た
男
」、「
勤

勉
」
な
ど
と
評
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
有
島
農
場
は
、
武
の
死

か
ら
６
年
後
の
大
正
11
年

（
1
9
2
2
年
）、
武
郎
に
よ
っ
て

小
作
人
に
農
場
の
土
地
共
有
と
共

同
運
営
を
前
提
と
し
て
「
相
互
扶

助
」
の
理
念
の
も
と
無
償
解
放
さ

れ
ま
し
た
。
旧
小
作
人
に
よ
っ
て

「
狩
太
共
生
農
団
」
と
し
て
運
営

さ
れ
、
昭
和
23
年
（
1
9
4
8
年
）

ま
で
営
農
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

大学教授時代の武郎

有島武郎による農場事務所のスケッチ（明治34年／1901年）

ゆ
じ
／
ゆ
ち  

さ
だ
も
と

や
ま
も
と   

な
お
よ
しよ

し
か
わ  

ぎ
ん
の
じ
ょ
う

い
く
ま

さ
と
み     

と
ん

農場解放３日前の武郎（左より２人目。左端は吉川銀之丞）
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（１）
文
学
館
機
能

　

武
郎
の
人
や
作
品
な
ど
を
は
じ

め
、
文
字
活
字
文
化
向
上
に
寄
与

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
記
念
館
の
常
設
展
示
が

主
で
す
が
、
過
去
に
三
浦
綾
子
さ

ん
の
文
学
展
を
実
施
し
た
ほ
か
、

今
年
度
末
に
は
絵
本
作
家
・
か
こ

さ
と
し
さ
ん
の
展
覧
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

■
最
近
の
取
り
組
み

《「
有
島
武
郎
・
木
田
金
次
郎
展
」

の
全
国
巡
回
》

　

昨
年
は
武
郎
の
生
誕
1
4
0

年
、
記
念
館
開
館
40
年
、「
生
れ

出
づ
る
悩
み
」
出
版
1
0
0
年
と

い
う
節
目
の
年
で
し
た
。
そ
れ
を

記
念
し
て
東
京
、
札
幌
、
ニ
セ
コ
、

岩
内
で
の
巡
回
展
の
ほ
か
、「『
生

れ
出
づ
る
悩
み
』
を
読
む
」（
北

海
道
新
聞
社
）
を
出
版
。
巡
回
展

で
は
若
手
画
家
の
作
品
も
紹
介
し

ま
し
た
。

（２）
美
術
館
機
能

　

武
郎
は
幼
少
時
代
か
ら
絵
を
描

く
こ
と
が
好
き
で
、
海
外
の
最
新

の
美
術
動
向
を
紹
介
す
る
な
ど
美

術
雑
誌
の
側
面
も
あ
る
雑
誌
「
白

樺
」
の
同
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
美
術
評
論
な
ど
を
執
筆

し
て
い
ま
し
た
。

　

記
念
館
で
は
、
武
郎
の
そ
の
よ

う
な
生
き
方
や
中
高
生
の
美
術
教

育
振
興
を
目
的
に
、「
有
島
武
郎

青
少
年
公
募
絵
画
展
」
を
平
成
元

年
（
1
9
8
9
年
）
か
ら
開
催
し

て
、
今
年
で
31
回
目
を
数
え
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
本
公
募
展
で
は
、

従
来
の
「
油
彩
」
、
「
水
彩
」
に

加
え
て
、
「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
等
部
門
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
武
郎
が
大
正
期
に
自
著

の
挿
絵
や
友
人
の
店
舗
看
板
を
描

「
有
島
」
と
「
記
念
館
」
の
間

に
は
何
が
あ
る
？

　

あ
る
人
か
ら
、「
有
島
記
念
館
」

の
「
有
島
」
と
「
記
念
館
」
と
の

間
に
は
何
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の

か
と
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、「
有
島
（
武
郎[
文

学]

）記
念
館
」な
の
か
、「
有
島（
農

場
）
記
念
館
」
な
の
か
と
い
う
こ

と
を
聞
き
た
い
よ
う
な
の
で
す
。

そ
の
質
問
に
、「
う
〜
ん
」
と
う

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

博
物
館
施
設
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

資
料
を
通
し
て
そ
の
資
料
に
ま
つ

わ
る
歴
史
や
事
象
を
紹
介
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

点
を
踏
ま
え
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
有
島
（
武
郎
）
記
念
館
」

の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
記
念

館
に
所
蔵
す
る
武
郎
に
関
す
る
原

稿
や
書
簡
な
ど
の
資
料
は
約

4
0
0
点
程
度
で
す
。
小
説
の
自

筆
原
稿
は
近
年
購
入
し
た
１
点
の

み
、
ほ
か
に
、
武
郎
の
文
学
的
に

重
要
な
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。
武

郎
の
文
学
資
料
の
圧
倒
的
多
数
は

東
京
や
札
幌
な
ど
の
文
学
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

記
念
館
は
武
郎
の
文
学
館
と
し
て

は
資
料
的
に
は
不
十
分
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
た
だ
、
ニ
セ
コ
町
は
作

品
の
舞
台
と
も
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
記
念
館
が
こ
こ
に
あ
る
の
は

意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
農
場
資
料
は
約
8
0
0

点
以
上
と
「
有
島
（
農
場
）
記
念

館
」
の
側
面
が
強
い
の
か
も
し
れ

な
い
と
も
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、

農
場
を
相
互
扶
助
の
理
念
の
も
と

解
放
し
た
思
想
実
践
の
地
と
い
う

意
味
で
も
、
記
念
館
が
こ
こ
に
存

在
す
る
意
味
は
さ
ら
に
強
ま
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も

「
有
島
」
の
名
を
冠
し
て
い
る
以

上
、
武
郎
個
人
に
し
て
も
、
有
島

農
場
に
し
て
も
、
結
局
は
武
郎
に

関
連
し
て
い
る
の
で
「
個
人
記
念

館
に
は
変
わ
り
な
い
」
と
い
う
結

論
に
至
り
ま
し
た
。

個
人
記
念
館
の
使
命
と
は
？

　

あ
る
個
人
記
念
館
の
館
長
と
、

「
個
人
記
念
館
の
最
大
の
使
命
は

何
か
？
」
と
議
論
を
交
わ
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
作
家
や
作
品
を

紹
介
し
て
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
当
然
と
し
て
、
最
大
の
使
命

は
、
「
作
家
が
考
え
て
い
た
こ
と

や
、
や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
今
の

時
代
に
行
う
こ
と
で
、
作
家
の
考

え
を
現
代
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

で
は
な
い
か
」
と
い
う
結
論
に
至

り
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
記
念
館
に
当
て
は
め
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
武
郎
の
小

説
『
生
れ
出
づ
る
悩
み
』
の
主
人

公
の
モ
デ
ル
で
あ
る
木
田
金
次

郎
。
彼
は
若
き
日
に
画
家
か
家
業

で
あ
る
漁
業
を
継
ぐ
か
苦
悩
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
出

会
っ
た
の
が
武
郎
で
し
た
。
武
郎

は
終
生
、
木
田
の
画
業
を
支
え
続

け
ま
し
た
。
武
郎
は
木
田
の
ほ
か

に
も
、
芸
術
家
を
志
す
若
者
の
支

援
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
近
年
、
記
念
館
で
は
武
郎

の
若
手
芸
術
家
振
興
の
精
神
を
継

承
し
て
、
若
手
芸
術
家
の
活
動
を

支
え
る
活
動
を
積
極
的
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

記念館常設展示室

府中市美術館での巡回展

き
だ        　

き
ん
じ

ろ
う
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く
な
ど
、
現
代
で
い
う
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
的
活
動
を
し
て
い
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
２

年
前
に
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
あ

る
藤
倉
英
幸
さ
ん
の
作
品
を
多
く

受
贈
し
た
こ
と
も
こ
の
よ
う
な
武

郎
の
活
動
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
の
で
す
。

■
近
年
の
取
り
組
み

《「
有
島
記
念
館
若
手
作
家
展
」
の

開
催
》

　
「
有
島
武
郎
青
少
年
公
募
絵
画

展
」
の
過
去
の
出
品
者
で
作
家
活

動
を
し
て
い
る
若
手
画
家
の
作
品

展
を
開
催
し
て
、
発
表
機
会
を
提

供
。
同
時
に
作
品
を
購
入
・
収
蔵

し
て
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。

（３）
郷
土
博
物
館
機
能

　

記
念
館
は
昭
和
53
年

（
1
9
7
8
年
）
の
開
館
以
来
、

ニ
セ
コ
町
に
関
す
る
町
の
歴
史
や

自
然
に
関
す
る
資
料
を
収
集
す
る

こ
と
も
目
的
の
一
つ
に
掲
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
近
年
、
積
極
的
に

郷
土
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
資
料
を
収
集

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、
50
年
後
、
1
0
0
年

後
の
人
た
ち
に
令
和
元
年

（
2
0
1
9
年
）
の
ニ
セ
コ
町
民

が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た

か
、
実
物
資
料
（
モ
ノ
）
を
通
し

て
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る

た
め
で
す
。
モ
ノ
が
な
く
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
実
物
の
モ
ノ
が
語
ら
し
め
る

事
実
は
文
字
や
画
像
の
そ
れ
よ
り

も
真
に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

端
的
な
例
と
し
て
は
、
原
爆
の
恐

ろ
し
さ
を
言
葉
を
尽
く
し
て
語
る

よ
り
も
、
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
を

実
際
に
一
目
見
る
だ
け
で
そ
れ
が

感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

今
、
何
気
な
く
手
に
と
っ
て
い

る
町
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

も
、
50
年
後
に
は
現
在
の
町
の
観

光
の
あ
ゆ
み
を
紹
介
で
き
る
貴
重

な
資
料
と
な
り
ま
す
。
最
近
、
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
地
図
、
町
内

商
店
の
チ
ラ
シ
、
民
具
な
ど
町
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
贈
い
た
だ
く

こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
寄
贈
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

郷土資料としてのニセコエクスプレスの収蔵
　昭和63年（1988年）に千歳空港や札幌からニセコ駅へ
のスキー客輸送を目的に、「ニセコエクスプレス」が運
行を開始しました。しかし、平成29年（2017年）に老朽
化のために引退。3両編成のうち2両は昨年解体されてい
ます。残りの1両については、ニセコ町鉄道文化協会が主
体となって、インターネットで寄付を募るクラウドファ
ンディングで資金を獲得し、ニセコ町内に郷土資料とし
て里帰りさせるプロジェクトを行いました。
　ニセコエクスプレスは下記の点を鑑みて、郷土資料と
して後世に継承していくとともに、鉄道遺産として町の
活性化にも活用していきたいと考えています。
・当時の町や観光施設が全面的に協力して製作されている
・函館本線山線（小樽・長万部）向けに作られた初めて
　の車両である
・車体は室蘭の製鉄所で作られたもので、戦後初の北海
　道内JR（国鉄）工場で新製造された道産子車両である
・山線向けに当時としては画期的な構造を有している　
　（プラグドア・前面大型ガラスなど）
・デザイン的・機能的にも高い評価を有している（1988
　年度グッドデザイン賞受賞）

雑誌「白樺」表紙

「カトウタツヤ展」（平成29年／2017年）

町民から寄贈のあった民具

ニセコ駅構内を走るニセコエクスプレス

有島武郎水彩画「黒百合会の学生たち（明治42年／1909年制作）
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（４）
文
化
ホ
ー
ル
機
能

　

記
念
館
で
は
、
近
年
各
種
コ
ン

サ
ー
ト
事
業
や
講
演
会
な
ど
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
事

業
は
、
主
に
若
手
演
奏
家
を
お
招

き
す
る
主
催
事
業
を
核
と
し
て
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
や
ア
ー
ト
教

室
な
ど
も
同
じ
く
若
手
芸
術
家
を

主
体
と
し
て
い
ま
す
。

■
最
近
の
取
り
組
み

《
會
田
千
夏
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

＆
能
舞
台
》

　

若
手
芸
術
家
の
作
品
を
背
景

に
、
若
手
能
楽
師
が
能
を
披
露
す

る
美
術
家
と
舞
踊
家
が
連
携
し
た

事
業
で
す
。

■
問
合
せ
／
有
島
記
念
館

　

℡
0
1
3
6
-44
-3
2
4
5

　
　
　
　
　
　
　
　

担
当
＝
伊
藤

■
最
近
の
取
り
組
み

《
町
内
遺
跡
の
再
評
価
活
動
》

　

北
海
道
大
学
の
研
究
者
と
共
同

で
町
内
遺
跡
の
再
評
価
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
を

知
っ
て
い
た
だ
く
遺
跡
見
学
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

《
前
川
茂
之
作
品
の
受
贈
》

　

共
和
町
の
写
真
家
・
前
川
茂
之

さ
ん
が
後
志
で
昭
和
20
年
代
か
ら

平
成
期
に
か
け
て
撮
影
し
た
多
く

の
写
真
の
う
ち
、
ニ
セ
コ
町
内
で

撮
影
さ
れ
た
作
品
デ
ー
タ
に
つ
い

て
ご
遺
族
か
ら
ご
許
可
を
得
て
収

蔵
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年

（
2
0
1
6
年
）、
ニ
セ
コ
町
で
撮

影
さ
れ
た
作
品
な
ど
を
紹
介
す
る

展
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
現
在
、

作
品
デ
ー
タ
の
整
理
中
で
す
。

有島記念館には「土香る会」という友の会があります。
会長の井上剛さんに「土香る会」の紹介をしていただきました。
　｢有島記念館と歩む会｣という別名があるので、どこにでもある友の会
のように見えますが、実はそうではありません。
　友の会は昭和61年(1986年)に「星座の会」として発足してから、
「ニセコ星座の会」、「土の香りの会」と名前を変え、平成28年
（2016年）に「土香る会」となって現在（4年目）に至ります。
　会員数は、出入りがあるものの毎年増えており、現在70人（法人２
含）を数えます。
　活動内容を紹介します。年2回の会報発行。12月と1月を除く月1回の
読書会。毎月1回のラジオニセコでの｢土香るラジオ文芸館｣放送。その
他不定期で研修旅行、有島地区のミニスポットツアー（会員による案内
付き）など、毎年10ほどの事業に取り組んでいます。
　さて最後にご紹介するのは、当会のユニークなモットー｢やりたいこ
とをやる。やりたくないことはやらない｣。当会の特徴は情報公開で
す。パソコンメールでお知らせをしたり、意見募集やアンケートも行い
ます。例えば有島記念館で武郎の最後（情死）を扱うのは不適当だとの
声があったことを受けて意見募集し、死にかたまで含めてその人の一生
だから隠す必要はないという結論に達したこともありました。最近では
ニセコエクスプレス号購入問題についても意見を募り、「まちづくり基
本条例」に沿った合意形成をして結論を出してほしいとの要望書を教育
委員会などに提出しました。そのような性格の会ですが、この姿勢こそ
が私たちの誇りとなっています。（土香る会会長　井上剛）　

前川茂之撮影「ニセコ町市街地」（昭和40年／1965年）

町民から寄贈のあった資料

ラジオニセコ収録中の土香る会（左から会長の井上さん、ゲスト出演のデリクさん、事務局長の梅田さん）

いのうえ つよし
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一
部
の
公
営
住
宅
の
使
用
料
算

定
に
誤
り
が
あ
り
、
平
成
26
年
度

（
2
0
1
4
年
度
）
か
ら
現
在
ま

で
過
少
の
住
宅
使
用
料
を
徴
収
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

公
営
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い
る

み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
町
民
の
み

な
さ
ん
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
（
2
0
2
0
年
）
４

月
分
か
ら
条
例
を
改
正
の
う
え
、

正
当
な
家
賃
へ
修
正
し
ま
す
。
な

お
、
過
去
に
渡
る
差
額
に
つ
い
て

は
、
情
報
伝
達
が
な
さ
れ
て
い
な

い
状
況
に
鑑
み
、
追
加
徴
収
し
な

い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
使
用
料

算
定
誤
り
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

１ 

経
緯

　

平
成
31
年
（
2
0
1
9
年
）
３

月
、
住
宅
使
用
料
算
定
の
確
認
作

業
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
国
の

定
め
る
収
入
基
準
を
超
え
て
い
る

者（
以
下
、
収
入
超
過
者
）に
対
す

る
住
宅
使
用
料
の
算
定
に
誤
り
が

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。公

営
住
宅
に
関
す
る
政
令
の
改
正
に

よ
り
、平
成
26
年（
2
0
1
4
年
）

４
月
１
日
か
ら
本
来
な
ら
ば
収
入

超
過
者
の
認
定
基
準
額
を

1
5
8
，
0
0
0
円
と
す
る
と
こ

ろ
を
、改
正
前
の
2
0
0
，0
0
0

円
で
算
定
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、

収
入
超
過
者
に
対
し
て
加
算
さ
れ

る
家
賃
の
算
定
方
法
【
表
１
】
が

誤
っ
て
い
た
た
め
、
収
入
超
過
者

に
対
す
る
住
宅
使
用
料
が
平
成
26

年
度（
2
0
1
4
年
度
）か
ら
平
成

31
年
度（
2
0
1
9
年
度
）ま
で
の

６
年
間
で
2
7
，7
7
7
，6
0
0

円
を
過
少
徴
収【
表
２
】し
て
い
ま

し
た
。

※収入超過者の算定誤り対象世帯数72世帯

■表1　収入超過者に対する家賃の算定方法（誤）

■表2　収入超過者に対する過少徴収件数と金額

■表1　収入超過者に対する家賃の算定方法（正）

収入
分位

世帯の収入
月額（円）

5 200,001～
238,000

6 238,001～
268,000

7 268,001～
322,000

8 322,001～
高額 397,001以上

収入超過者となって
からの期間
1年目
2年目
3年目
4年目
5年目以降
1年目
2年目
3年目

4年目以降
1年目
2年目以降
1年目以降

近傍家賃

1／5
2／5
3／5
4／5
5／5
1／4
2／4
3／4
4／4
1／2
1／1
1／1

収入に応じて
設定される割増率

収入
分位

世帯の収入
月額（円）

5 158,001～
186,000

6 186,001～
214,000

7 214,001～
259,000

8 259,001～
高額 313,001以上

収入超過者となって
からの期間
1年目
2年目
3年目
4年目
5年目以降
1年目
2年目
3年目

4年目以降
1年目
2年目以降
1年目以降

近傍家賃

1／5
2／5
3／5
4／5
5／5
1／4
2／4
3／4
4／4
1／2
1／1
1／1

収入に応じて
設定される割増率

件　数

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

平成31年度

合　計

27件

34件

37件

37件

32件

28件

195件

1,816,800円

3,240,000円

5,397,600円

5,595,600円

6,058,800円

5,668,800円

27,777,600円

金　額
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２ 

原
因

　
（１）
町
の
独
自
シ
ス
テ
ム
の
　
　

　
　 

計
算
式
の
修
正
漏
れ

　
　

住
宅
使
用
料
の
算
定
に
つ
い

　

て
、
町
独
自
で
作
成
し
た
エ
ク

　

セ
ル
に
よ
り
算
定
を
行
っ
て
い

　

ま
し
た
。
本
来
な
ら
ば
、
政
令

　

の
改
正
に
よ
り
平
成
26
年

　
（
2
0
1
4
年
）
４
月
か
ら
収

　

入
超
過
者
に
対
す
る
住
宅
使
用

　

料
算
定
の
計
算
式
を
修
正
し
な

　

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

　

が
、
修
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ

　

ん
で
し
た
。

　

（２）
職
員
の
知
識
不
足

　
　

住
宅
使
用
料
は
、
国
で
定
め

　

た
法
律
に
規
定
す
る
方
法
に
よ

　

り
入
居
者
の
所
得
金
額
、
家
族

　

構
成
な
ど
に
基
づ
き
、
個
別
に

　

算
定
し
て
い
る
た
め
、
入
居
者

　

毎
に
毎
年
使
用
料
が
変
わ
る
な

　

ど
算
定
方
法
お
よ
び
独
自
作
成

　

シ
ス
テ
ム
が
複
雑
に
な
っ
て

　

お
り
、
職
員
の
業
務
知
識
が
不

　

十
分
で
し
た
。

　

（３）
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備

　
　

二
人
の
職
員
が
収
入
申
告
書

　

の
入
力
や
使
用
料
の
算
定
作
業

　

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
課
内

　

の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が
十
分
に
機

　

能
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

３ 

再
発
防
止
の
取
り
組
み

　
（１）
住
宅
使
用
料
算
定
方
法
の

　
　
条
例
化

　
　

住
宅
使
用
料
の
算
定
に
つ
い

　

て
、
こ
れ
ま
で
の
公
営
住
宅
条

　

例
は
国
の
法
令
に
準
ず
る
も
の

　

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

今
後
は
、
算
定
方
法
に
つ
い

　

て
も
条
例
で
明
記
し
、
職
員
お

　

よ
び
住
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や

　

す
く
理
解
し
や
す
い
も
の
と
な

　

る
よ
う
条
例
お
よ
び
規
則
の
改

　

正
を
行
い
ま
す
。

　

（２）
住
宅
使
用
料
算
定
の

　
　
専
用
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
　

使
用
料
算
定
時
に
こ
れ
ま
で

　

使
用
し
て
い
た
町
独
自
の
エ
ク

　

セ
ル
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
国
の

　

法
改
正
が
あ
っ
た
際
な
ど
に
職

　

員
自
ら
が
エ
ク
セ
ル
を
修
正
し

　

な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
た

　

め
、
誤
り
が
生
じ
や
す
い
状
況

　

で
し
た
。

　
　

今
後
は
、
近
隣
町
村
な
ど
で

　

既
に
導
入
さ
れ
て
い
る
住
宅
使

　

用
料
算
定
の
専
用
シ
ス
テ
ム
を

　

導
入
し
、
こ
の
よ
う
な
誤
り
を

　

防
止
し
ま
す
。　
　
　

　

（３）
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化

　
　

専
用
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

　

も
チ
ェ
ッ
ク
が
疎
か
に
な
れ
ば

　

誤
り
は
発
生
す
る
た
め
、
複
数

　

の
職
員
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
行

　

う
と
と
も
に
、
課
内
の
チ
ェ
ッ

　

ク
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

４ 

今
後
の
対
応

　

（1）
住
宅
使
用
料
の
変
更
時
期

　
　

家
賃
が
急
激
に
増
加
す
る
こ

　

と
は
入
居
者
の
み
な
さ
ん

　

に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
る

　

た
め
、
周
知
期
間
を
設
け
た
後
、

　

令
和
２
年（
2
0
2
0
年
）４
月

　

よ
り
町
条
例
の
規
定
に
基
づ
い

　

た
住
宅
使
用
料
に
変
更
し
ま
す
。

　

（２）
過
少
徴
収
の
扱
い

　
　

今
回
の
住
宅
使
用
料
の
算
定

　

誤
り
は
、
町
の
事
務
処
理
誤
り

　

で
あ
り
入
居
者
の
み
な
さ
ん
に

　

責
任
が
な
い
こ
と
か
ら
、
過
少

　

分
は
徴
収
し
な
い
方
針
で
す
。

　

（３）
対
象
と
な
る
入
居
者

　
　

対
象
と
な
る
入
居
者
の
み
な

　

さ
ん
に
は
町
の
担
当
者
が
訪
問

　

し
、
内
容
を
説
明
し
、
謝
罪
し

　

ま
し
た
。

５ 

北
海
道
と
の
調
整

　

今
回
の
算
定
誤
り
に
つ
い
て
、

６
月
12
日
に
町
担
当
者
か
ら
北
海

道
の
公
営
住
宅
家
賃
担
当
者
に
報

告
し
ま
し
た
。住
宅
使
用
料
に
関

す
る
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
特
段

影
響
が
な
い
た
め
返
還
等
は
不
要

と
の
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
北
海
道
と
も
情
報
共
有

を
図
り
な
が
ら
適
正
な
事
務
に
努

め
ま
す
。

６ 

そ
の
他

　

今
回
の
不
適
正
な
事
務
処
理
に

つ
い
て
、
特
別
職
（
町
長
お
よ
び

副
町
長
）
の
給
与
減
額
条
例
を
議

会
に
提
案
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
職
員
に
お
い
て
も
賞
罰
委

員
会
を
開
催
の
う
え
、
職
責
に
応

じ
て
処
分
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
／
建
設
課
住
宅
管
理
係

　

    

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　
　

 

担
当
＝
浅
井
・
黒
瀧

お
ろ
そ
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令和元年度（2019年度）予算のうち4月から7月にかけて追加された予算のうち、　主なものをお知らせします。

こども会開設運営事業補助　　　　　　　  30万円
　ゴールデンウィーク期間中に両親が働いており、
家庭での保育ができない人を対象にした子育て支援
事業を補助します。
　
ニセコ町鉄道文化協会補助金　　　　　　  80万円
　鉄道文化協会が行う事業を補助します。
　財源
　・財団法人　地域社会振興財団からの補助金　80万円
　
地域型保育事業給付費負担金　　　　　  116万円
　子ども子育て支援新制度に基づく地域型保育事業
給付費を支出します。

役場庁舎・防災センター建設工事　　     6,436万円
　新役場庁舎・防災センター建設に伴い、仕様変更
や物価上昇による建設費の増額の補正を行います。
　財源
　・借金[町債]　　　　　　　  　　　 　  5,930万円
　・庁舎建設基金からの取り崩し　　　   　500万円

庁舎建設基金積立金　　     　　　　　　 100万円
　新役場庁舎建設への寄付を1件受けたので、同額
を基金へ積み立てします。
　
災害時消耗品・食料費　　　　　　　　　151万円
　災害時に必要な毛布や給水袋、非常食や飲料水を
補充します。
　財源
　・北海道市町村振興協会からの交付金       151万円

北海道自治体情報システム協議会負担金　105万円
　障がい者自立支援給付審査支払等システムの改修
費に使用します。
　財源
　・国からの補助金　　　　　　　　　　　85万円
　
風しん抗体検査・予防接種事業経費　　　 197万円
　大人向け風しんの抗体検査および予防接種にかか
る費用を計上します。
　財源
　・国からの補助金　　　　　　　　　　     70万円

コミュニティ助成事業補助金　250万円
　曽我親交会の備品（テント、発電機、除雪機）を
購入します。
　財源
　・財団法人　自治総合センターからの補助金  250万円
　
開基１２０年記念映像作成業務委託料　　195万円
　令和3年秋（2021年秋）に開催予定のニセコ町開
基120年記念に向けて、映像を制作します。

教育と生涯学習の充実07

地域福祉の向上09

災害に強く安心な地域づくり10

町民と行政のまちづくり11

01 ～ 11 は、第５次ニセコ町総合計画に位置付けている｢ニセコ戦略ビジョン(基本計画)｣。｢ニセコ戦略ビジョン｣は11項目　 の柱建てとなっています。

特
　
集

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

町の取り組みやお知らせを紹介するページです
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令和元年度（2019年度）予算のうち4月から7月にかけて追加された予算のうち、　主なものをお知らせします。

自然や景観、生活環境を守る01
合併処理浄化槽設置整備事業補助　　 294万円
　当初予算では15基を予定していましたが、23基
の申請が見込まれることから補正を行います。

プレミアム付商品券発行事業　　　　　 1,628万円
　プレミアム付商品券を作成し、交付するための通
信運搬費、事務委託料などを計上します。
　財源
　・国からの補助金　　　　　　　　　    1,628万円

海外視察　　　　　　　　　　　　　 106万円
　第2次環境モデル都市アクションプランで計画さ
れている取り組みの先進的な事例を行っているドイ
ツの合同視察へ参加します。
　
一般備品　　　　　　　　　　　　　 110万円
　町民センターの地中熱ヒートポンプの効果測定を
行うため、必要な機器を設置します。
　財源
　・国からの補助金　　　　　　　　　　  110万円
　
家電省エネ・移動輸送共同化普及促進業務委託料　500万円
　地球温暖化対策のための普及啓発事業（COOL 
CHOICE）が国の補助事業採択を受けたので、必要
な経費を新たに計上します。
　財源
　・国からの補助金　　　　　　　　　　500万円

資源とエネルギーの活用03

ロードヒーティング補修工事　　　　　  45万円
　町道一号線のロードヒーティングに設置されてい
る温度制御装置が不調なので、交換します。
　
土木施設災害復旧工事　　　　　       156万円
　町道富川第二旧国道のふとん籠が積雪などが原因
で壊れているので、復旧します。
※ふとん籠とは、金網製のかご状構造物の中に石をつめ
　たもので、斜面の地すべりを防ぐ役割がある

くらしやすさの向上02

連携による地域産業の活性化05

綺羅乃湯施設改修実施設計業務委託料　  298万円
　平成30年度にニセコ駅前エリアで採掘した温泉井
から源泉を汲み取るための水中ポンプや源泉を綺羅
乃湯まで運搬するための配管を設置するとともに、
温泉井の施設を地下ピットとするための設計業務を
実施するために必要な費用です。
　財源
　・借金[町債]　　　　　　　　　　　　   298万円
　
綺羅乃湯施設改修工事　　　　　　　  1,712万円
　上記の関連工事を実施するための費用と換気ファ
ンを改修するために必要な経費を支出します。
　財源
　・借金[町債]　　　　　　　　　　　    1,471万円
　
ＭＩＣＥ受入支援事業補助　　　　　　　 109万円
　「太郎吉蔵デザイン会議」と「(仮称)国際数学学
会」が町で開催されるので、受け入れにかかる費用
を計上します。

地域性を生かす観光の発展06

● ●01 ～ 11 は、第５次ニセコ町総合計画に位置付けている｢ニセコ戦略ビジョン(基本計画)｣。｢ニセコ戦略ビジョン｣は11項目　 の柱建てとなっています。

ま
ち
づ
く
り
情
報
室

まちづくり情報室
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絵画は池上啓一さん、山川義男さんの作品です

新しい役場庁舎に飾ります
絵画の寄贈

　東山地区でペンション経営をさ
れていた小川孝男さんから「多く
の人に見ていただきたい」と、町
に絵画の寄贈がありました。
　今年3月に27年間の幕を閉じた
小川さんのペンションでは、館内
に大小30点以上の絵画を展示し、
小川さん自身も風景画を中心とし
た油絵を描いていました。
　絵画は、いったん町民センター
で保管し、2年後にオープンする新
しい役場庁舎に飾る予定です。

2時間の優雅なひと時

今年もニセコに響きました
能登谷安紀子ヴァイオリンリサイタル
　7月14日に有島記念館で、能登谷
安希子さんと友清裕子さんによる
ヴァイオリンリサイタルが行われま
した。
　演目は、『フェリシア』『Starlight』
などです。この２曲は能登谷さんが
作曲したもので、フェリシアという
妖精が舞ったり、星になっていくよ
うすをあらわした神秘的な曲でした。
　最後にはアンコールが沸き起こり、
今年もわたしたち町民に感動を与え
てくださいました。

北部チームは3試合とも二桁得点をたたきだしました

強力打線で圧倒的な強さ
全町ソフトボール大会

　第45回全町ソフトボール大会が、
7月28日に運動公園野球場と多目的
広場で開催されました。各町内会
から出場した10チームそれぞれが
一丸となり熱戦を繰り広げ、北部
チームが優勝しました。
　昭和50年から始まった大会です
が、北部チームは平成9年の23回、
平成14年の28回大会で優勝して以
来、3度目の優勝です。
・優勝／北部チーム
・準優勝／有島チーム

ニセコの一大イベント
七夕の夕べ花火大会

　小学校の校庭で手持ち花火から始まった「小さなふ
るさとづくり七夕の夕べ花火大会」。今年で39回目を
迎え、8月3日に運動公園で開催されました。
　当日は晴れて暑かったので、子どもたちは会場に用
意された雪の滑り台で遊びながら涼んでいました。午
後２時からはじまったステージではお菓子まきが行わ
れ、そのあと和太鼓や三味線などが演奏されました。
　夕方になると熱気球が上がり、手持ち花火が行われ
ると会場も暗くなっていきました。午後8時にはメイン
イベントの打ち上げ花火が始まり、今年も間近で見る
迫力ある花火に歓声と拍手がわき起こりました。

空から何が見えるかな？

今日は浴衣だよ！

願いが叶うといいね！

MY TOWN 
HOT NEWS

みなさんの地域や職場の話題などありましたら、
広報担当（℡.0136-44-2121）までお気軽に
ご連絡ください。

のとや

ともきよ  ゆうこ おがわ　 たかおあきこ



|  2019  |  9月号  ｜  広報ニセコ12

ま
ち
の
話
題

ニセコ高校（定体連全国大会出場）
・卓球（8月5日～8日、東京都）
    女子シングルス　 齊藤  野の花さん
・柔道（8月3日～4日、東京都）
    65kg以下級　気田  紘一郎さん

ニセコ中学校
（中体連全道大会出場）
・陸上競技（7月26日～28日）
　男子200ｍ　横澤  晶洋さん

ニセコ高校にいらっしゃい
高校１日体験入学

　7月13日にニセコ高校で1日体験
入学が開催されました。ニセコ町
をはじめ、道内自治体から中学生
16人、保護者17人の計33人の参加
がありました。
　ラベンダーの鉢上げやナプキン
折りの体験中は、高校生が中学生
に積極的に話しかけ、進路や寮生
活などを紹介していました。
　小規模校ならではのアットホー
ムな雰囲気で農業や観光を学びた
い中学生のみなさん、ぜひニセコ
高校へいらっしゃい！

前列左から、齊藤さん、上村さん、気田さん、横澤さん星空案内人による星空観測講座も開かれました

ニセコの素敵な星空をみよう
ニセコスターフェス2019
　ニセコの星空を眺める「ニセコ
スターフェス2019」が7月29、30
日にニセコアンヌプリ国際スキー
場で行われました。
　天体望遠鏡で星をのぞいたり、
ゴンドラで1000m展望台地にいき、
間近で星を眺める企画も用意され
ていました。両日とも曇り空で、
山の上から星をみることはできま
せんでしたが、ふもとに用意され
ていた天体望遠鏡からは、木星を
見ることができました。

2019年度「高校生・アジアの架け
橋養成事業」
7月28日～8月3日、カンボジアで
の研修
上村　愛さん

体験授業に協力した北海道技建株式会社

やってみよう！お仕事チャレンジ
ライン引き体験学習

　7月16日に総合体育館駐車場の
区画線を引く作業の体験授業が行
われ、ニセコ小学校の６年生が参
加しました。
　子どもたちは作業員の指示に従
い、一人１本ずつラインを引き、
「まっすぐ引けた」と満足そうに
話してくれました。
　道路にラインを引く作業車にも
体験乗車して操作をさせてもらい、
子どもたちは自分の引いたライン
を自慢しながら楽しそうに体験授
業に参加していました。

たくさんの実習があるのが特色の１つですよく観察してスケッチしよう

川の中には何が見える？

川で遊ぶのは楽しい！
水生昆虫観察会

　町では、今年も7月13日と8月7日
に水生昆虫観察会を実施しました。
子どもたちは、箱めがねで川をの
ぞいてヤマメなどの魚を捕まえた
り、石をひっくり返してヘビトン
ボなどの水生昆虫を採取しました。

子どもたちが大活躍！
全国大会出場、アジアの架け橋養成事業参加

　町内の部活動に所属している生徒たちが、大会で好成績を残し全国大会
に出場しました。
　また一人が「高校生・アジアの架け橋養成事業」（公益社団法人 北海道
国際交流・協力総合センター主催）で、研修に参加しました。
　ニセコの子どもたちのさらなる活躍と成長を期待しています。

さいとう　 　ののか

きだ　    こういちろう

よこざわ   あきひろ

うえむら       まな
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草
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落
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土
に
ひ
そ
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つ
な
ぐ
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茜
さ
す
中
空
群
れ
て
ゆ
く
カ
ラ
ス
ね
ぐ
ら
に
急
ぐ
か
山
に
向
か
い
て

わ
が
庭
の
小
さ
な
夏
を
楽
し
め
り

老
僧
の
座
れ
ば
ふ
わ
り
夏
衣

ど
く
だ
み
や
根
刮
ぎ
刈
る
も
根
は
残
り

手
入
よ
き
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
風
涼
し

高校生に伝えるための準備をしました。
研修会で準備したことは、8月21日（水）
のプロジェクト中間発表で全校生徒に
向け発表しました。今後もニセコ高校
生としてＳＤＧｓの取り組みや会議な
どに積極的に参加していき、来年2月に
行う活動報告会などで町民のみなさ
んにも学校の取り組みを紹介したいと
思います。

　8月6日（火）～8日（木）にニセコ町でＳ
ＤＧｓ高校生未来会議（札幌日大高校
などで構成する実行委員会主催）が開
催されました。オープニングセレモ
ニーでは3年木下さんが参加者へ向け
たメッセージを、レセプションでは3年
長尾さん、上村さんがニセコ町・ニセコ
高校についてのプレゼンテーションを
行いました。日本人だけでなく、世界各
国からの留学生も参加しているため、
ディスカッションや発表も全てオール
イングリッシュで国際色あふれる会議
となり、貴重な経験を積むことができ
ました。
　8月16日（金）～18日（日）に行ったリー
ダー研修会にて、ＳＤＧｓ高校生未来
会議の内容を農業クラブ執行部で情
報共有し、ＳＤＧｓの取り組みをニセコ

母
親
と
娘

　

平
成
３
年
に
娘
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
前
の
年
に

息
子
を
出
産
し
、
私
の
体
質
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ら
何
と
な
く
「
男

の
子
し
か
産
め
な
い
」
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家
族
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ら
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わ
れ
て
い

た
の
で
、
産
婦
人
科
の
医
師
か
ら
女
の
子
と
言
わ

れ
て
も
信
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
出

産
時
、
知
り
合
い
の
助
産
師
に
「
女
の
子
だ
よ
」

と
言
わ
れ
一
緒
に
バ
ン
ザ
イ
し
た
の
を
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
娘
も
今
年
28
歳
に
な
り
ま
す
。
生
ま
れ

て
３
か
月
く
ら
い
か
ら
ア
ト
ピ
ー
が
ひ
ど
く
、
ま

た
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所
に
入
っ
て
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児
ぜ
ん
息
を
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み
ま
し
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当
時
は
、
い
つ
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が
起
き
る
か
ハ
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ラ
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が
ら
、
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樽
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倶
知
安
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セ
コ
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し
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し
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が
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卒
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く

発
作
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
小
児
ぜ
ん
息
は
治
る
」

と
聞
い
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ね
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娘
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セ
コ
町
に
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で
５
年
く
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に
な
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ま
す
が
、
私
た
ち
親
と
は
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に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

去
年
ま
で
は
夜
９
時
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で
の
仕
事
を
し
て
い
た
の

で
本
人
の
好
き
な
よ
う
に
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
仕
事
も
変
わ
り
午
後
６
時
過
ぎ
に
は
帰
っ
て

く
る
の
で
、
我
が
家
で
夕
食
を
食
べ
、
休
日
は
一

緒
に
出
か
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
母
親
と
娘
は
い
ろ
い
ろ
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話
を
し
ま
す
。
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ビ
ド
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話
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買
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も
の
の
話
、
そ
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恋
バ
ナ
、
将
来
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。
高

校
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代
は
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抗
期
も
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り
、
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だ
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ど
も
だ
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
そ
ん
な
深
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せ
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で
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、
最
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は
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と
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。
娘
も
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て
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る
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食
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す
。

　

今
は
、
こ
の
娘
と
の
時
間
が
と
て
も
楽
し
い
の

で
す
が
、
年
齢
的
に
は
適
齢
期
。
い
つ
ま
で
も
こ

の
時
間
が
続
く
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
し
、
続

い
て
も
困
る
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
話

は
な
い
の
で
す
が
、
少
し
ず
つ
親
と
し
て
の
心
構

え
が
必
要
か
と
思
い
始
め
て
い
る
今
日
こ
の
ご
ろ

で
す
。

杉
野
　
恒
夫

佐
々
木 

禎
子

清
水
　
綾
子

工
藤 

有
里
子

重
森
　
保
子

巾
下
　
正
子

SDGs高校生未来会議を終えて

２年　書記　中鉢　蒼　

企画環境課広報広聴係まで
TEL.44-2121 FAX.44-3500

町民みなさんの参加
ページです

お便りをお待ちして
います！

町
民
レ
ポ
ー
タ
ー
活
動
中
！！

町民による町民のためのコーナー
あなたもレポーター活動をして
みませんか？みなさんの参加を
お待ちしています

今月のレポーターは「徳保智子」さんです。ニ
セコ生まれのニセコ育ち。根っからのニセコ
人がニセコを発信！

ちゅうばち　　  あおい

ね 

こ
そ



|  2019  | 9月号  ｜  広報ニセコ14

み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

No.198

学習交流センター　あそぶっく
■開館時間／午前10時～午後6時
■休館日／月曜日・最終金曜日・祝日・年末年始
TEL.0136-43-2155　FAX.0136-43-2156
http://asobook.sakura.ne.jp/

あそぶっく趣味の教室
『アイヌ刺繍（ししゅう）は美しい！』
　伝統的なアイヌ模様の刺しゅうを2日間かけて学びます。
　　　　　　　　　　　●　●　●

★入門編（初級者向け）「コースター」
　はじめて刺しゅうをする人でも基礎から学べます。
　◆日時／9月28日（土）　午前11時～正午、午後1時～午後4時
　　　　    9月29日（日）　午前10時～正午、午後1時～午後4時
　◆定員／成人20名(定員となり次第、締め切りとさせていただきます)
　◆講師／川上裕子さん、川上あかねさん
★応用編（中・上級者向け）「前垂れ（前掛け）」　
　基本の刺しゅうを学んだ人や手芸経験者におすすめです。
　◆日時／10月19日（土）　午前11時～正午、午後1時～午後4時
　　　　    10月20日（日）　午前10時～正午、午後1時～午後4時
　◆定員／成人20名(定員となり次第、締め切りとさせていただきます)
　◆講師／川上裕子さん、川上あずさん、佐々木洋子さん
　　　　　　　　　　　●　●　●

　◆場所／あそぶっくコミュニティルーム
　◆費用／入門編1人500円（布、刺しゅう糸代）
　　 　　　応用編1人800円（布、刺しゅう糸代）
　◆持ち物／裁縫道具（糸きりばさみ、縫い針、まち針、チャコペンシル）
※入門編と応用編の重複の申し込みはできません

「魔法のじゅうたん」（お話会）
　講師をお招きして、「アイヌの神話」をお聞きします。
　◆日時／9月26日（木）　午後2時45分～
　◆場所／あそぶっく　※大人も楽しめます
休館のお知らせ
　9月15日（日）は、第37回ニセコマラソンフェスティバルの
ため、休館とさせていただきます。

8/24～9/26
『YA・ヤングアダルト』特集
　今月は中高生から大人まで楽しめる『YA・ヤング
アダルト』向けの本を展示します。ヤングアダルトと
は「若いおとな」という意味ですが、近年では映画化
される人気作品が多く、幅広い年代の人にも読まれ
ているジャンルです。ぜひご覧ください。

9/1～9/13　アイヌ刺しゅう
（あそぶっく趣味の教室『アイヌ刺繍教室』作品展）
9/14～9/29　絵画／藤本百代さん

『つみびと』      　　 山田詠美 著　（中央公論新社）
　2010年大阪二児餓死事
件に着想を得て創作された
フィクションです。ベールに
包まれた家族の日常と三世
代にわたり止められなかっ
た負の連鎖が、重苦しく打
ち寄せられ、文字からたくさ
んの心の叫びが聞こえてき
ます。
　最近、社会問題になって
いる虐待やネグレクト。今だ
から読まれるべき物語です。

ニセコ高校立ち寄り図書館
　夏休みにゆっくりと読書を楽しめる
ようにと始まった企画です

新作布絵本
　布絵本グループ銀の針さんによる24冊
目の布絵本『My Very Own Seasons』が
完成しました

お知らせ 展　示

おすすめ本 紹介

本の
展示

趣味の
展示

着 本 紹 介新

にんにくの料理
泡立てて作るスイーツ石けん
わたしの英文フレーズ総集編

有元葉子
木下和美
関谷明子

夏物語
亥子ころころ
世界を救う100歳老人

川上未映子
西條奈加

ヨナス・ヨナソン

明日の世界が君に優しくありますように
ことばのこばこ
ゆうひのしずく

汐見夏衛
和田誠

あまんきみこ
新着本はこのほかにもたくさんあります。あそぶっくでご覧ください。

INFORMATION

実用書 読み物 児童書・絵本

ししゅう
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子育てトピックス

お知らせ

　バスに乗って留寿都村の「ふるさと公園」まで遊びに
行きませんか。
　◆日時／9月12日（木）　午前10時　町民センター出発
　◆行き先／留寿都村「ふるさと公園」
　◆持ち物／お弁当・敷物・飲み物
　◆申込期限／9月6日（金）
　◆予備日／9月19日（木）

子どもの気持ち、親の気持ち、
絵本の気持ち

　◆講師／藤田春義さん
　　　　　（札幌第一子どものとも社　代表取締役）
　◆日時／9月25日（水）　午前10時～
　◆場所／町民センター
　◆託児／子育て支援センター「おひさま」
　◆申込期限／9月18日（水）

〈このページに関する問合せ〉
ニセコ町幼児センター「きらっと」▶担当／青木・佐藤
TEL.(代表)0136-44-2700　FAX.0136-44-2725

「おひさま」とは…親子で気軽に遊べて、友だち同士、悩みなど相談できるふれあいの場所です。（幼児センター内）

このコーナーでは、子育てに関する
さまざまな活動や情報をご紹介します！

水
遊
び

楽
し
ん
で
い
ま
す

　

や
っ
と
夏
ら
し
い
暑
さ
に
な

り
水
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
裏
に
大
型
プ
ー
ル

を
設
置
し
て
か
ら
な
か
な
か
暑

く
な
ら
ず「
い
つ
プ
ー
ル
で
き
る

の
？
」と
待
ち
わ
び
て
い
た
子
ど

も
た
ち
。小
さ
い
ク
ラ
ス
の
子
ど

も
た
ち
も
た
ら
い
や
小
型
プ
ー

ル
を
利
用
し
て
水
遊
び
を
し
、水

の
感
触
や
心
地
良
さ
を
味
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

暑
い
時
期
は
短
い
け
れ
ど
友

だ
ち
や
保
育
者
と
一
緒
に
夏
の

遊
び
を
思
い
っ
き
り
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

パ
ン
作
り
に
挑
戦
！！

　

ニ
セ
コ
高
校
２
年
生
の
生
活

文
化
班
と
自
然
環
境
班
の
生
徒

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ニ
セ
コ
高
校

で
作
っ
て
い
る
九
条
ネ
ギ
を
使
っ

た「
お
好
み
焼
き
パ
ン
」と
聖
護

院
大
根
と
九
条
ネ
ギ
の「
チ
ャ
ウ

ダ
ー
」を
作
り
ま
し
た
。

　

と
て
も
明
る
い
生
徒
さ
ん
た

ち
で
、お
母
さ
ん
た
ち
も
気
さ
く

に
話
し
か
け
、ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く

作
り
ま
し
た
。

　

パ
ン
と
チ
ャ
ウ
ダ
ー
は
、と
て

も
お
い
し
そ
う
に
で
き
上
が
り
、

子
ど
も
た
ち
も
笑
顔
で「
お
い
し

い
」と
食
べ
て
い
ま
し
た
。

おいしそうにできました

幼
児

セ
ン
タ
ー

お
ひ
さ
ま

冷たくて気持ちいい！

子育て
講演

「おひさま」秋のバス遠足 「おひさま」にこにこ相談
　「おひさま」にこにこ相談（保健師相談）を行います。
子どもの発達や予防接種、離乳食のことなど、子育ての
悩みや疑問を相談してみませんか。
　また、初妊婦で乳幼児に触れてみたい人や「おひさ
ま」を見学してみたい人も、ぜひ足を運んでみてくださ
い。
　◆日時／9月11日（水）　午前10時～午前11時30分
　◆場所／子育て支援センター「おひさま」
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み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

こんにちは

赤ちゃん

ごめいふくを
おいのり
します

ご結婚
おめでとう
ございます

住民係窓口受付分

　

こ
ん
に
ち
は
。
暑
い
夏
が
過
ぎ
、

こ
の
原
稿
が
掲
載
さ
れ
る
こ
ろ
に
は

涼
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
冷
た
い
も
の
を
摂
取
し

す
ぎ
て
胃
腸
の
働
き
が
弱
っ
て
、

「
な
ん
か
食
欲
が
な
い
な
」
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
「
胃
」
に
つ
い
て
お
話
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

胃
は
ど
こ
に
あ
る
？

　

胃
は
、
口
か
ら
食
道
を
通
っ
て

入
っ
て
き
た
食
物
が
蓄
え
ら
れ
る
袋

の
よ
う
な
臓
器
で
す
。
空
腹
の
と
き

は
細
長
く
し
ぼ
ん
で
い
ま
す
が
、
満

腹
時
に
は
大
き
く
ふ
く
ら
ん
で
食
べ

物
や
飲
み
物
を
1.5
〜
2.5
リ
ッ
ト
ル
も

貯
め
こ
む
こ
と
が
で
き
る
伸
縮
性
の

高
い
臓
器
で
す
。
一
般
に
み
ぞ
お
ち

の
や
や
左
下
の
あ
た
り
に
位
置
し
て

い
ま
す
。

胃
の
働
き

　

胃
は
数
時
間
食
べ
物
を
貯
め
て
お

き
、
そ
こ
で
、
化
学
的
に
細
か
く
す

る
た
め
に
必
要
な
消
化
酵
素
を
含
ん

だ
胃
液
と
混
ざ
り
合
い
食
べ
物
を
粥

状
に
し
ま
す
。
ま
た
、
胃
液
に
ふ
く

ま
れ
る
塩
酸
は
殺
菌
効
果
が
あ
り
、

バ
ク
テ
リ
ア
の
侵
入
な
ど
を
防
い
で

い
ま
す
。
や
が
て
、
ど
ろ
ど
ろ
の
粥

状
に
な
っ
た
食
べ
物
は
十
二
指
腸
へ

と
送
ら
れ
、
腸
壁
か
ら
吸
収
さ
れ
ま

す
。
食
べ
物
が
す
べ
て
消
化
さ
れ
、

胃
の
な
か
が
空
に
な
る
ま
で
に
は
３

〜
５
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

恐
る
べ
し
ピ
ロ
リ
菌
と
そ
の
発
見
者

　

ひ
と
昔
前
ま
で
は
酸
性
の
強
い
胃

液
の
中
で
は
微
生
物
は
生
存
で
き
な

い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ピ

《
胃
は
語
る
》

ロ
リ
菌
と
い
う
菌
の
発
見
は
医
学
会

に
お
け
る
革
命
的
発
見
で
し
た
。
ピ

ロ
リ
菌
は
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
や
胃

が
ん
に
関
与
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌
す

る
と
こ
れ
ら
の
病
気
の
リ
ス
ク
を
減

ら
す
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

驚
く
こ
と
に
、
ピ
ロ
リ
菌
の
発
見
者

は
自
ら
ピ
ロ
リ
菌
を
飲
ん
で
、
胃
炎

を
起
こ
す
こ
と
を
証
明
し
て
見
せ
た

そ
う
で
す
。
昔
の
研
究
者
の
パ
ワ
ー

を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
思
い
で
す
。

胃
は
語
る

　

胃
は
い
ろ
い
ろ
な
病
気
で
S
O
S

を
発
信
す
る
臓
器
で
も
あ
り
ま
す
。

食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
、
ス
ト
レ
ス
、

生
活
習
慣
の
乱
れ
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
症
状
を
発
信
し
ま
す
。時
に
胃

の
不
調
か
ら
で
は
な
く
、
心
臓
疾
患

時
も
胃
の
痛
み
と
し
て
知
ら
せ
る
時

も
あ
り
ま
す
。ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る

と
脳
か
ら
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
が
分

泌
さ
れ
、
胃
の
運
動
を
抑
制
す
る
こ

と
で
、
食
欲
を
低
下
さ
せ
ま
す
。こ
の

よ
う
に
体
に
疾
患
の
あ
る
時
は
食
欲

を
落
と
し
た
り
、
痛
み
を
発
す
る
こ

と
で
体
に
異
変
が
あ
る
と
知
ら
せ
る

の
で
す
。で
す
か
ら
そ
の
S
O
S
を

見
逃
さ
ず
、
常
に
自
分
の
体
と
対
話

す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。お
大
事
に
。

ドクター河合の

vol.
20

ニセコ医院
TEL.0136-44-2201

河合医師

か
ゆ
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ニ
セ
コ
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
情
報

新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
を

助
成
し
ま
す

　

新
生
児
聴
覚
検
査
は
、
生
ま

れ
て
間
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
に
行

う
耳
の
聞
こ
え
具
合
を
み
る
検

査
で
す
。
出
産
後
、
入
院
中
に

赤
ち
ゃ
ん
が
眠
っ
て
い
る
状
態

で
行
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
つ
き
耳
に
聞
こ
え
に

く
さ
が
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
は
、
お

よ
そ
1
，
0
0
0
人
に
１
〜
２

人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
聞
こ

え
に
く
さ
は
発
見
が
遅
れ
る
と
、

言
葉
の
発
達
が
遅
れ
た
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に

く
い
な
ど
の
支
障
が
起
き
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
発
達

の
た
め
に
、
新
生
児
聴
覚
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
お
子
さ
ま
が
生
ま

れ
て
か
ら
行
わ
れ
る
新
生
児
聴

覚
検
査
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

■
対
象
／
次
の
要
件
を
全
て
満

　

た
す
人
が
対
象
で
す
。

○
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に

　

生
ま
れ
た
お
子
さ
ま
の
保
護
者

○
検
査
日
に
町
内
に
住
所
が
あ

　

る
人

■
対
象
と
な
る
検
査
／
自
動
聴

　

性
脳
幹
反
応
検
査（
A
A
B
R
）

　

耳
音
響
放
射
検
査
（
O
A
E
）

※

初
回
検
査
お
よ
び
確
認
検
査

　

が
対
象
と
な
り
ま
す

■
助
成
金
額
／
8
，
0
0
0
円

　

を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。

■
申
請
方
法
／
印
鑑
、
領
収
書

　

（
検
査
内
容
の
詳
細
が
わ
か

　

る
も
の
）
振
込
先
の
通
帳
、

　

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て

お
知
ら
せ

　

保
健
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

■
そ
の
他
／
申
請
の
期
限
は
検

　

査
日
よ
り
１
年
以
内
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ

　

さ
い
。

■
問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
健
康

　

づ
く
り
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　

 　

担
当
＝
上
仙
・
黒
萩

西
富
地
区
町
民
セ
ン
タ
ー

物
置
の
売
払
い
を
行
い
ま
す

　

町
で
は
、
西
富
地
区
町
民
セ

ン
タ
ー
建
設
工
事
に
伴
い
、
現

在
の
物
置
を
町
民
に
お
譲
り
し

ま
す
。

　

た
だ
し
、
物
置
の
移
動
お
よ

び
設
置
工
事
な
ど
の
費
用
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

取
得
を
希
望
す
る
人
は
、
総

務
課
で
用
意
し
て
い
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

９
月
18
日
（水）
午
後
５
時
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
総
務
課
管
財
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　

 　

担
当
＝
斉
藤
・
阿
部

★
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

緑
の
募
金
収
支
報
告

　

み
な
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
緑

の
羽
根
募
金
運
動
が
終
了
し
、

14
万
2
，
3
4
4
円
の
募
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
募
金
は
、
次
の
よ
う
な

緑
化
事
業
に
役
立
て
ま
し
た
。

◎（
公
社
）
北
海
道
森
と
緑
の
会

　

へ
寄
贈
／
14
万
2
，3
4
4
円

■
問
合
せ
／
農
政
課
畜
産
林
務
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　

 　

担
当
＝
佐
藤
・
中
川

《
お
わ
び
》

広
報
ニ
セ
コ
８
月
号
の
訂
正

　

25
ペ
ー
ジ
「
契
約
結
果
を
公

表
し
ま
す
」
の
「
令
和
元
年
度

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業

ニ
セ
コ
地
区
換
地
計
画
等
作
成

業
務
」
の
予
定
価
格
、
契
約
金

額
、
落
札
率
に
誤
記
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

（誤）
予
定
価
格
／
2
，4
0
8
，

　

4
0
0
円
、契
約
金
額
／
2
，

　

0
5
2
，0
0
0
円
、落
札
率

　

85・２
％

（正）
予
定
価
格
／
3
，1
0
7
，

　

5
0
0
円
、契
約
金
額
／
2
，

　

9
5
9
，0
0
0
円
、
落
札
率

　

95・２
％
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く
ら
し
の
情
報

くらしのお 悩み
解決します！

市毛弁護士の

★
放
し
飼
い
は
で
き
ま
せ
ん

野
犬
掃
と
う
の
実
施

　

町
で
は
野
犬
掃
と
う
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
人
は
、

放
し
飼
い
な
ど
を
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
期
間
に
つ
な
が
れ
て
い

な
い
犬
を
捕
獲
し
た
場
合
、ま
ず

登
録
台
帳
な
ど
に
よ
り
飼
い
犬

で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
し

ま
す
。飼
い
犬
と
確
認
で
き
な
い

時
や
、人
ま
た
は
家
畜
な
ど
へ
の

危
害
防
止
の
た
め
緊
急
を
要
す

る
時
に
は
、野
犬
と
み
な
し
て
処

分
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間
／
11
月
30
日
（土）
ま

　

で
■
実
施
区
域
／
町
内
全
域

■
実
施
方
法
／
捕
獲
檻
、
捕
獲

　

棒
、
そ
の
他

■
実
施
対
象
／
つ
な
が
れ
て
い

　

な
い
犬
、
飼
い
犬
と
し
て
確

　

認
で
き
な
い
犬

■
問
合
せ
／
町
民
生
活
課
生
活

　

環
境
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　
　
　

 　

担
当
＝
佐
藤

★
町
を
き
れ
い
に
！

秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
実
施

　

今
年
の
秋
も
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
市
外
地
区
周
辺

な
ど
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
／
10
月
2
日
（水）

　

午
前
9
時
役
場
前
集
合

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

10
月
は
「
町
内
ぐ
る
み
の
美
化

清
掃
月
間
」
で
す

　

10
月
は
町
内
の
ご
み
拾
い
を

実
施
す
る
な
ど
、
各
自
治
会
で

の
美
化
清
掃
活
動
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

清
掃
活
動
を
行
う
と
き
は
ご

み
袋
を
配
布
し
ま
す
の
で
、必

要
な
場
合
は
事
前
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
町
民
生
活
課
生
活

　

環
境
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　
　
　
　

 　

担
当
＝
佐
藤

自
衛
官
採
用
の
お
知
ら
せ

●
自
衛
官
候
補

・
受
験
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳

　

未
満
の
人

・
受
付
期
間
／
9
月
12
日
（木）
ま

　

で
・
試
験
日
／
男
性
:9
月
25
日

　

（水）
〜
9
月
30
日
（月）
、
女
性
:

　

9
月
27
日
（金）
・
28
日
（土）

●
一
般
曹
候
補
生

・
受
験
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳

　

未
満
の
人

・
受
付
期
間
／
9
月
6
日
（金）
ま

　

で
・
一
次
試
験
日
／
9
月
20
日
（金）

　

〜
22
日
（日）

■
問
合
せ
／
自
衛
隊
札
幌
地
方

　

協
力
本
部
倶
知
安
地
域
事
務

　

所

　

℡
0
1
3
6
-23
-3
5
4
0

　

ま
た
は
自
衛
官
募
集
相
談
員

　
　
　
　
　
　

  

下
口　

登
さ
ん

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
7
7

 

●今月のテーマ

インターネットでの発信者情報の特定

　最近はＳＮＳなどを利用して誰でも簡単に情報を拡
散することができます。匿名でも可能という特性が、こ
の傾向に一層拍車をかけています。
　コメント欄にコメントを書き込んでいるだけならと
もかくとして、人の名誉を毀損したり、住所などのプラ
イバシーを侵害するような情報を拡散したりすると、
発信者情報を特定され、損害賠償請求を受ける可能
性があります。少し手間はかかりますが、発信者は特
定することができるのです。
　具体的には、サイトの管理会社からＩＰアドレスの
開示を受け、発信者が利用しているプロバイダを特定
し、プロバイダに発信者情報の開示を求めます。とは
いえ、サイトの管理会社やプロバイダも個人情報を
扱っていますので、発信者情報の特定には裁判所の手
続きを利用する必要があります。
　侵害された権利やその内容によって、相手に請求で
きる内容も変わってきます。
　「むむ？」と思ったら、まずはＳＮＳやインターネット
に詳しい弁護士に相談してみることをお勧めします。

パークフロント法律事務所ニセコ事務所
ニセコ町字本通141番地
℡ 0136-44-3800  FAX.0136-44-3801

年金だより

　国民年金には、所得額に応じたものや学生に適用さ
れるもの、失業によるものなど、いろいろな保険料の免
除・猶予制度があります。ただし、これらの承認を受け
た期間は、保険料を全額納付したときと比べ、将来受
け取る年金額が少なく算定されます。
　しかし、これらの期間については、10年以内であれ
ば保険料をあとで納めること（追納）ができます。
　なお、経過期間に応じて保険料に加算額が上乗せ
になる場合もありますので、早めの追納をおすすめし
ます。
　追納を希望する人は、申込書の提出が必要となりま
すので、役場窓口か年金事務所で手続きをしてくださ
い。

免除された保険料の追納ができます

■問合せ／年金ダイヤル　　　　℡ 0570-05-1165
　　　　　町民生活課住民係　　℡ 0136-44-2121
　　　　　　　　　　　　　　　  担当＝山口・樋口

きそん
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成
人
男
性
の
風
し
ん
抗
体
検
査

と
風
し
ん
予
防
接
種
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
を
配
布
し
ま
す

　

風
し
ん
の
予
防
接
種
は
、
現

在
予
防
接
種
法
に
基
づ
き
公
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

公
的
な
接
種
を
受
け
る
機
会
が

な
か
っ
た
年
代
の
男
性
は
抗
体

保
有
率
が
他
の
世
代
に
比
べ
て

低
く
、
こ
の
年
代
を
中
心
に
風

し
ん
の
患
者
数
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
令
和
4
年
3
月

ま
で
の
間
、
風
し
ん
抗
体
検
査

と
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
ま
す
。

■
対
象
者
／
昭
和
37
年
4
月
2

　

日
〜
昭
和
54
年
4
月
1
日
生

　

ま
れ
の
男
性

■
今
年
度
ク
ー
ポ
ン
配
布
対
象

　
者
／
昭
和
47
年
4
月
2
日
〜

　

昭
和
54
年
4
月
1
日
生
ま
れ

　

の
男
性
（
6
月
下
旬
に
配
布

　

し
て
い
ま
す
）

■
ク
ー
ポ
ン
の
有
効
期
間
／
令

　

和
2
年
3
月
31
日
ま
で

■
実
施
方
法
／
は
じ
め
に
風
し

　

ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
て
い

　

た
だ
き
、そ
の
結
果
、抗
体
が

　

基
準
値
以
下
で
あ
っ
た
場
合

　

は
予
防
接
種
を
実
施
し
て
く

　

だ
さ
い
。

■
抗
体
検
査
実
施
場
所
／

○
職
場
の
健
康
診
断
:ご
自
身

　

の
職
場
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

○
町
の
健
診
:10
月
9
、
10
日
の

　

巡
回
ミ
ニ
ド
ッ
ク
（
予
約
が

　

必
要
で
す
）

○
医
療
機
関
:ニ
セ
コ
医
院
ほ

　

か
、
町
外
の
医
療
機
関（
全
道

　

の
ほ
と
ん
ど
の
医
療
機
関
が

　

実
施
機
関
に
登
録
さ
れ
て
い

　

ま
す
）

■
予
防
接
種
実
施
場
所
／
ニ
セ

　

コ
医
院
ほ
か
、
町
外
の
医
療

　

機
関
（
全
道
の
ほ
と
ん
ど
の

　

医
療
機
関
が
実
施
機
関
に
登

　

録
さ
れ
て
い
ま
す
）

■
そ
の
他
／
昭
和
37
年
4
月
2

　

日
〜
昭
和
47
年
4
月
1
日
生

　

ま
れ
の
男
性
で
希
望
す
る
人

　

は
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
ま

　

す
の
で
担
当
係
へ
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
保
健
福
祉
課
健
康

　

づ
く
り
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　

  　

担
当
＝
上
仙
・
大
橋

９
月
９
日
は
救
急
の
日

　

救
急
の
日
は
、
救
急
業
務
に

つ
い
て
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
る
目
的
で
定
め
ら
れ
、
救

急
の
日
を
含
む
9
月
9
日
（月）
か

ら
15
日
（日）
ま
で
の
1
週
間
を

「
救
急
医
療
週
間
」
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。迅
速
か
つ
的

確
に
応
急
処
置
が
行
え
る
よ
う
、

正
し
い
知
識
と
技
術
を
身
に
付

け
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
機
会
に
、
応
急
手
当
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。ニ
セ
コ

支
署
で
は
救
急
講
習
会
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
羊
蹄
山
ろ
く
消
防

　

組
合
消
防
署
ニ
セ
コ
支
署

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
3
5
4

　
　
　

  　

担
当
＝
水
嶋
・
冨
樫

募
集消防

士
を
募
集
し
ま
す

　

羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
で
は
、

消
防
士
を
募
集
し
ま
す
。

　

採
用
条
件
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
採
用
予
定
人
数
／
2
人
程
度

■
採
用
年
月
日
／
令
和
2
年　

　

（
2
0
2
0
年
）
4
月
1
日

■
1
次
試
験
日
／
10
月
20
日
（日）

募
　
集

　

午
前
9
時
〜

※
午
前
8
時
30
分
ま
で
に
集
合

■
試
験
場
所
／
羊
蹄
山
ろ
く
消

　

防
組
合
消
防
総
合
庁
舎

■
受
験
資
格
／
令
和
2
年　
　

　
（
2
0
2
0
年
）
3
月
末
ま
で

　

に
高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は

　

卒
業
見
込
み
の
人
で
、
平
成

　

7
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
人

■
申
込
期
限
／
9
月
25
日
（水）

■
申
込
書
の
提
出
先
／
羊
蹄
山

　

ろ
く
消
防
組
合
消
防
本
部
総

　

務
課

■
問
合
せ
／
羊
蹄
山
ろ
く
消
防

　

組
合
消
防
署
ニ
セ
コ
支
署

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
3
5
4

　
　
　

  

担
当
＝
加
賀
谷
・
大
津

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

栄
養
士
に
よ
る
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す
。高
血
圧
を
改
善

す
る
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
や
、
自

宅
で
手
軽
に
出
来
る
減
塩
料
理

を
作
り
ま
す
。

「
大
人
の
手
早
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
」

■
日
時
／
9
月
27
日
（金）　

午
後

　

6
時
30
分
〜
午
後
8
時
30
分

　

10
月
24
日
（木）　

午
前
10
時
30

　

分
〜
午
後
0
時
30
分

※
希
望
日
を
お
伝
え
く
だ
さ
い

■
場
所
／
町
民
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
食
生
活
習
慣
改
善
に

　

興
味
の
あ
る
人

■
定
員
／
8
人

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
期
限
／
9
月
13
日
（金）

■
問
合
せ
・
申
込
み
／
保
健
福

　

祉
課
健
康
づ
く
り
係

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
1
2
1

　
　
　

  　
　
　
　

担
当
＝
齊
藤

心の贈り物 善意に感謝します

「社会福祉に役立ててください」
　ニセコアサヒビール会　
　　　　　　  代表　竹村 里史 様
「社会福祉に役立ててください」
　たこやき会　代表　矢野 理恵 様

《ニセコ町社会福祉協議会受付分》
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内閣府レポート
佐々木潤の

東京からこんにちは

器物損壊の発生
　〈7月18日〉空き家の窓ガラスが割れる事件　1件
衝突事故の発生
　〈7月8日〉道道岩内洞爺線で鹿との衝突事故など
　3件

まちの事件簿 ニセコ町
防犯協会

倶知安警察署／℡ 0136-22-0110

事　件

交通事故

ス
ポ
ー
ツ

ニ
セ
コ
マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

今
年
は
1
，
5
6
9
人
の
ラ

ン
ナ
ー
が
秋
の
ニ
セ
コ
を
駆
け

抜
け
ま
す
。

　

沿
道
を
走
る
ラ
ン
ナ
ー
へ
温

か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。会

場
で
は
ニ
セ
コ
の
味
覚
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
テ
ン
ト
村
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
の
で
、ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参

加
し
て
い
な
い
人
も
会
場
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
会
に
伴
っ
て
大
会

コ
ー
ス
と
そ
の
周
辺
の
道
路
で

は
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。特

に
ス
タ
ー
ト
ゴ
ー
ル
付
近
の
陸

上
競
技
場
や
運
動
公
園
付
近
な

ど
の
市
街
地
は
通
行
止
め
や
、

参
加
者
の
自
動
車
な
ど
で
大
変

混
み
合
い
ま
す
。ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
／
9
月
15
日
（日）　

午
前

　

10
時
ハ
ー
フ
組
ス
タ
ー
ト

※
道
路
規
制
時
間（
予
定
）午
前

　

9
時
〜
午
後
1
時

■
会
場
／
陸
上
競
技
場

■
問
合
せ
／
ニ
セ
コ
マ
ラ
ソ
ン

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

　

℡
0
1
3
6
-44
-2
0
3
4

　
　
　

  　

担
当
＝
松
澤
・
田
中

文
化

し
り
べ
し
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ロ
ー
ド

コ
ン
サ
ー
ト
　
室
内
楽
の
魅
力

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ロ
ー
ド
コ
ン

サ
ー
ト
。今
年
は「
世
界
の
四
季
」

を
テ
ー
マ
に
演
奏
い
た
だ
き
ま

す
。

■
出
演
／
北
濱
侑
樹
さ
ん
（
フ

　

ル
ー
ト
）、中
倫
子
さ
ん（
ヴ
ァ

　

イ
オ
リ
ン
）、
小
笠
原
い
づ
み

　

さ
ん（
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
）

■
日
時
／
9
月
7
日
（土）　

午
後

　

3
時
開
演
（
40
分
程
度
）

■
場
所
／
有
島
記
念
館

■
主
催
／
道
銀
文
化
財
団
ほ
か

■
後
援
／
北
海
道
銀
行

■
料
金
／
無
料

■
問
合
せ
／
有
島
記
念
館

　

℡
0
1
3
6
-44
-3
2
4
5

　
　
　

  

担
当
＝
伊
藤
・
春
日
井

秋
の
有
島
記
念
館
コ
ン
サ
ー
ト

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
で
の
演
奏
で

お
な
じ
み
の
「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

ノ
ー
ス
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
」
の
み

な
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
、ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
、ヴ
ィ
オ
ラ
、ピ
ア
ノ
、

チ
ェ
ロ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を

お
届
け
し
ま
す
。

■
出
演
／
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ノ
ー

　

ス
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

■
日
時
／
9
月
21
日
（土）　

午
後

　

1
時
開
演

■
場
所
／
有
島
記
念
館

■
料
金
／
常
設
展
観
覧
料
の
み

■
問
合
せ
／
有
島
記
念
館

　

℡
0
1
3
6
-44
-3
2
4
5

　
　
　

 

担
当
＝
伊
藤
・
春
日
井

働き方改革：「ゆう活」「TDM」「テレワーク」

　日本で推進している「働き方改革」の一環として、中
央省庁では7月～8月にかけて「ワークライフバランス推
進強化月間」として以下の３つに取り組んでいます。

●「ゆう活」　朝早くから働き、夕方のうちに仕事を終わ
らせることで、夕方を活用する取り組み
　各職員が事前に実施日を定め、期間中に最低10日間
は実施する目標で推進。時間内に業務を終えられるよ
う業務効率を考え、さらに夕方時間の活用方法を考え
る良い機会となりました。
●「TDM」　Transportation Demand Management
交通需要マネジメントの略語。朝の出勤時間による交
通渋滞（道路・電車・バス）を緩和させるために、出勤時
間や交通手段を変える取り組み
　都内では来年のオリンピック・パラリンピックの開催
に向け、特に混雑する7:45~9:45の時間帯を回避する
試験的取り組みを実施しています。方法は次の３つで
①時間休暇（9:30~10:30）②フレックスタイム（コアタイ
ム10:00～16:00）③時差出勤（7:30出勤、または10:00
出勤）。私は①時間休暇を実施しました。少し時間をず
らして出勤するだけで満員電車は嘘のように空いてい
ました。
●「テレワーク」　テレ（離れた所）ワーク（働く）をあわ
せた造語。パソコンとインターネットを活用して場所に
とらわれずに、自宅やサテライトオフィスなどで柔軟に
働く取り組み
　所属する内閣府地方創生推進事務局では各職員に
ノートパソコンが貸与されており、テレワークや出張時
に持出しができる環境を整えています。私は、この機会
を活用し初めてテレワークを実施し、テレビ電話を使っ
た会議なども体験しました。自宅やサテライトオフィス
でも何不自由なく業務を進めることができ、今後普及す
る可能性を感じました。

　ニセコ町でも中央倉庫群でテレワークを推進してい
るので、今後いろいろな場でご紹介し、ニセコの魅力を
発信していけたらと思います。

文
　
化

ス
ポ
ー
ツ

き
た
は
ま   

ゆ
う
き

お
が
さ
わ
ら

な
か   

さ
と
こ
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　このたびニセコ中学校の外国
語指導助手（ALT）として赴任し
ました。米国のニューヨーク州の
バッファロー市出身です。
　ニセコ人はなまら気さくですね。
休日は剣道や合気道、スキーを練
習したいと考えています。ニセコ
の生活を楽しみにしています。

こんにちは
町長です温

泉
の
あ
る
暮
ら
し

　
温
泉
の
「
健
康
」
へ
の
効
果
は

医
学
面
で
証
明
さ
れ
、早
坂
信
哉

東
京
都
市
大
学
教
授
は
、精
神
疾

患
に
も
効
能
が
あ
る
と
報
告
し

て
い
ま
す
。か
つ
て
、
日
本
で
は

「
湯
治
」文
化
が
定
着
し
、ニ
セ
コ

昆
布
温
泉
は
「
湯
治
場
」
と
し
て

知
ら
れ
、1
9
5
8
年
に
は
国
か

ら
「
国
民
保
養
温
泉
地
」
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。環
境
省
で
も
、

温
泉
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め

全
国
の
国
民
保
養
温
泉
地
を
中

心
に
、「
新
湯
治
」の
名
称
で
P
R

を
開
始
し
ま
し
た
。社
会
の
急
激

な
変
化
と
と
も
に
増
え
る
一
方

の
私
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
。町
内
に

は
現
在
、「
温
泉
ソ
ム
リ
エ
」の
有

資
格
者
も
増
え
、ソ
ム
リ
エ
の
み

な
さ
ん
が
、
自
ら「
湯
め
ぐ
り
名

人
」な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
身
近
に
多
様
な
泉
質
の
温
泉

が
点
在
し
て
い
る
ニ
セ
コ
の
暮

ら
し
。温
泉
に
も
っ
と
親
し
み
、

健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

　
　
ニ
セ
コ
町
長
　
片
山
　
健
也

～コミュニティ・スクール委員会～
《主催：地域とともにある学校部会》
　今年で２回目になります「エンジョイ・イングリッ
シュ」を、下記の日程で開催します。簡単な英語を
使って外国人と交流してみましょう。多くのみなさ
んの参加をお待ちしています。
 
■日時／令和元年（2019年）9月21日(土)　
　　　　午前10時～午前11時30分
■会場／町民センター　研修室１
■対象／小学5・6年生、中学生、高校生
■協力／国際交流員(CIR)・外国語指導助手(ALT)
　北海道インターナショナルスクールニセコ校(HIS)
    地域の協力者・英語担当教師・CS委員　など
■内容／交流(自己紹介・トライアル・ゲームなど)
■申込み／各学校へ配付している申込用紙に記入
　し、学校へ提出して
　ください。
■参加費／無料

「エンジョイ・イングリッシュ」を
開催します

vol.
11

■問合せ／コミュニティ・スクール委員会
　 事務局＝ＣＳ担当 綱本（ニセコ中学校内）
　℡ 0136-44-2321　FAX 0136-44-1215
　ＣＳ担当中村、スクール・コーディネーター菊地
　（教育委員会内）
　℡ 0136-44-2101　FAX 0136-44-3091
 

昨年度のエンジョイ・
イングリッシュ

チャンネル

地域とともにある学校づくり
ニセコスタイルの
コミュニティ・スクール

町営住宅に

空き室があります

●受付期間／9月2日（月）～9月13日（金）
●入居資格・申込方法／詳しくはお問い合わせください
■住宅情報に関する問合せ／建設課住宅管理係
　 　　　　　 ℡0136-44-2121　担当＝浅井・久保

団地名種 類 形 式 構 造

戸数／
各1

駐車場／
駐車
スペース
有

公営住宅
（世帯用）

望羊団地
D棟

301号室

3ＬＤＫ
（67.08㎡）
平成５年建設

中耐火
構造
３階建

家 賃 目 安
最 低 ～ 最 高

11,800円～
59,700円
（収入等で変動）

特公賃
（世帯用）

のぞみ団地
3号棟
103号室

2ＬＤＫ
（60.21㎡）
平成10年建設

耐火
構造
２階建

51,000円
家賃48,000円
車庫  3,000円

特公賃
（単身用）

のぞみ団地
1号棟
108号室

1ＬＤＫ
（41.50㎡）
平成8年建設

耐火
構造
２階建

39,000円
家賃36,000円
車庫  3,000円

新しい 国際交流員

新しい 外国語指導助手

はじめまして  「よろしくお願いします」

　３年前留学で函館に滞在して、
それをきっかけに北海道のことが
好きになりました。アメリカの真っ
平らな地域のカンザス州出身です。
山に囲まれ、景色がきれいなニセ
コ町に住むことができてうれしい
です。
　何かアメリカなどの質問があっ
たら気軽に聞いてください。

マイケル・バーンズ
（アメリカ出身）

ロバート・レパルティン
（アメリカ出身）
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まちのまちのカレンダー
C A L E N D A R  o f  N I S E K O  T O W N

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

町＝町民センター

9月は
介護保険料・固定資産税〈第3期〉
国民健康保険税〈第4期〉の納期です
◆納期限は25日（水）
水道・下水道の納期です
◆口座引落しは30日（月）
■介護保険料／保健福祉課
■固定資産税、国民健康保険税／税務課
■水道・下水道／上下水道課
　       　       ℡ 0136-44-2121

役＝役場
運＝運動公園

あ＝あそぶっく 幼＝幼児センター
体＝総合体育館 西＝西富地区町民センター有＝有島記念館

こ＝こども館
倉＝中央倉庫群

カレンダーの見方
問
合
せ〈いずれも〉

口座振替を
ご利用の人は、
残高の確認を
お願いします

●子育て講演「子どもの
　気持ち、親の気持ち、絵
　本の気持ち」／
　町：10：00～
　にこにこ広場15ｐ参照
●自治創生協議会／
　倉：10：00～
●押し花を楽しむ会／
　　：13：00～
●こんにちは町長室／
　役：15：00～

●貯筋教室／
　体：10：30～
●放課後子ども教室／
　こ：13：30～

●ちいさいおうち／
　あ：10：30～
●幼児食教室／
　幼：11：00～
●あそぶっくらぶ／
　あ：14：45～
●まちづくり町民講座
　（続 地域運営セミナー）／　
　倉：18：00～

●敬老会／ヒルトンニセ
　コビレッジ：11：30～
●弁護士無料法律相談／
　町：13：00～
●歯科健診・フッ素塗布／
　幼：14：45～
●SDGｓモデル事業推
　進協議会／
　町：15：00～
●健康運動教室／
　甘露の森：19：00～

●育児セミナー／
　町：10：30～
●放課後子ども教室／
　こ：13：30～

●秋の「おひさま」バス遠足／
　町：10：00～
　にこにこ広場15ｐ参照
●ちいさいおうち／
　あ：10：30～
●貯筋教室／
　体：10：30～
●あそぶっくらぶ／
　あ：14：45～

●「おひさま」にこにこ相談／
　幼：10：00～
　にこにこ広場15ｐ参照
●ハイツ敬老会／ニセ
　コハイツ：10：30～
●運転免許証更新時講習／
　町：18：00～

●放課後子ども教室／
　こ：13：30～
●エキノコックス検診／
　町：18：30～

●第6回町議会定例会
　（予定）／役：10：00～
●歯科健診・フッ素塗布／
　幼：14：45～

●夜間・休日の救急・急病対応

▢倶知安厚生病院
℡ 0136-22-1141
倶

救急受付
365日

24時間対応

●ラジオニセコ割込放送／
　　：10：50～

●歯科健診・フッ素塗布／
　町：12：45～

●エンジョイ・イングリッ 
　シュ／町：10：00～
　くらしの情報21p参照
●秋の有島記念館コン
　サート／有：13：00～
　くらしの情報20p参照

幼

幼

幼

幼

体

体

▢水4 ▢木5

▢木12

▢金6 ▢土7

▢日8 ▢月9 ▢火10 ▢水11

▢水18

▢金13 ▢土14

▢日15 ▢月16 ▢火17 ▢木19 ▢金20 ▢土21

▢日22 ▢月23 ▢火24 ▢水25 ▢木26 ▢金27 ▢土28

▢日29 ▢月30 ▢火10/1 ▢水2 ▢木3 ▢金4 ▢土5

●ちいさいおうち／　
　あ：10：30～
●あそぶっくらぶ／　
　あ：14：45～

●ニセコマラソンフェス
　ティバル／
　陸上競技場：10：00～ 
　くらしの情報20p参照

●エキノコックス駆除作
　業／町内：9：00～
●寿大学学習会／
　町：10：00～
●放課後子ども教室／
　こ：13：30～

●放課後子ども教室／
　こ:13：30～
●大人の手早クッキング
　教室／町：18：30～
　くらしの情報19p参照

●ニセコ中学校文化祭／
　ニセコ中学校
●「single mom優しい
　家族」映画上映会／
　倉：9：30～
●あそぶっく趣味の教室／
　あ：11：00～（29日まで）
　あそぶっくだより14ｐ参照
●ハンドメイド＆ワークショップ
　体験（クリエイティブマーケッ
　ト主催）／町：11：00～

●弁護士無料法律相談／
　町：13：00～
●健康運動教室／
　町：19：00～

●「single mom優しい
　家族」映画上映会／
　倉：9：30～

●ちいさいおうち／
　あ：10：30～
●あそぶっくらぶ／
　あ：14：45～

●寿大学・蘭寿交流会／
　蘭越町：10：00
●放課後子ども教室／
　こ：13：30～

●遊悠ぶっく／
　ニセコハイツ：10：30～

敬老の日

秋分の日

あそぶっく休館日

あそぶっく休館日あそぶっく休館日

あそぶっく休館日 あそぶっく休館日

あそぶっく休館日

あ

あ

あ

倉

倉

倉

●ちいさいおうち／
　あ：10：30～
●魔法のじゅうたん「ア
　イヌの神話」
　あ：14：45～
　あそぶっくだよりｐ14参照

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

●秋のクリーン作戦／
　役：9：00～
　くらしの情報18ｐ参照
●遊悠ぶっく／
　ニセコハイツ：10：30～

町町

町

町

町

町 町

町

町

町

町

役

役

役

こ

こ

こ

●幼児センター運動会／
　ニセコ小学校グラウンド：
　9：00～
●しりべしミュージアム
　ロードコンサート
　室内楽の魅力／
　有：15：00～
　くらしの情報20p参照

●放課後子ども教室／
　こ:13：30～こ

こ

こ

こ

有

町

町 町

町

あ

あ

有

中央倉庫群休館日

中央倉庫群休館日

倉
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夏
は
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
で
、せ
っ
か
く

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
も
紹
介
で
き
な
い

話
題
が
た
く
さ
ん
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。限
ら

れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
何
を
記
事
と
し
て
取
り

上
げ
る
か
悩
み
ま
す
。

　
「
ま
ち
の
話
題
」で
取
り
上
げ
た
水
生
昆
虫

観
察
会
は
、２
回
と
も
晴
れ
て
く
れ
て
子
ど
も

た
ち
が
川
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。「
自

然
が
大
切
」な
こ
と
は
、学
校
で
勉
強
し
て
頭

で
知
る
こ
と
と
、体
験
し
て
身
体
で
感
じ
る
こ

と
は
全
く
別
で
す
。私
も
小
さ
い
と
き
に
川
で

遊
ん
だ
楽
し
い
思
い
出
が
あ
り
、ど
こ
か
で
自

分
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

ニ
セ
コ
の
自
然
体
験
が
、将
来
子
ど
も
た
ち

の
進
路
や
生
き
る
力
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
た
ら

い
い
な
、と
思
い
ま
す
。　　
　
　
　
　

   （
も
）

編
集
後
記

D
A

TA
 O

F N
ISEKO

 TO
W

N

今月の
表紙

今月の

今月の記事でお知らせできなかった
皆さんの笑顔や表情を写真でお届けします。

MONTHLY 
PHOTO ALBUM

広報ニセコでは行事などで写真を撮影しています。広報誌に掲載
されたものなど、写真のデータを無料でお渡しできますので、希望
される人はぜひ広報広聴係へお問い合わせください。

町内の放射線量の状況 人の動き（7月末現在）
人口 5,024人
（前月比 +23）
男    2,545人
（前月比 +14）
女    2,479人
（前月比 +9）
世帯数 2,545
（前月比 +31）

うち外国人　　290
うち外国人世帯　196

測定日

最高値
最低値
平均値

8月15日までの
1か月間
0.035μGy/h
0.034μGy/h
0.034μGy/h

空間放射線量率は
平常レベルです

「
七
夕
の
夕
べ
」で
線
香
花
火
を
楽
し
む
、

左
か
ら
赤
石
菜
々
香
ち
ゃ
ん
、バ
コ
ビ
ッ

チ
和
く
ん
、佐
藤
梨
奈
ち
ゃ
ん

あ
か
い
し     

な
な
か

か
ず

さ
と
う    

り
な か

ら
だ




